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＊

【
答
】「
経
済
と
高
齢
化
」
に
つ
い

て
で
す
が
、
本
市
の
産
業
別
に
見

た
就
業
者
の
動
向
は
、
農
林
業
に

従
事
す
る
第
１
次
産
業
と
製
造
業

な
ど
に
従
事
す
る
第
２
次
産
業
の

割
合
が
減
少
し
、
小
売
業
な
ど
に

従
事
す
る
第
３
次
産
業
の
割
合
が

増
加
し
て
い
ま
す
。

＊

【
答
】
防
犯
灯
の
設
置
に
つ
い
て

は
、
地
域
か
ら
の
要
望
を
受
け
、

夜
間
の
歩
行
者
の
通
行
状
況
や
周

辺
の
明
る
さ
の
程
度
、
防
犯
上
の

必
要
性
な
ど
を
考
え
て
設
置
し
て

い
ま
す
。

　

特
に
、
第
１
次
産
業
の
就
業
者

の
減
少
が
大
き
く
、
平
成
２
年
の

１
３
４
０
５
人
か
ら
平
成
22
年
に

は
５
２
７
７
人
と
な
り
、
20
年
間

で
約
６
割
も
減
少
し
て
い
ま
す
。

　

農
業
就
業
人
口
の
平
均
年
齢

は
、
平
成
12
年
に
は
59
・
９
歳
で

し
た
。
そ
れ
が
、
平
成
22
年
に
は

65
・
３
歳
と
な
り
、
10
年
間
で
約

５
歳
の
高
齢
化
が
進
ん
で
い
る
と

い
う
状
況
で
す
。
農
業
従
事
者
の

高
齢
化
は
、
本
市
の
農
業
経
営
の

大
き
な
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

農
業
経
営
の
中
で
、
多
く
の
技

術
的
な
継
承
に
つ
い
て
は
、
そ
れ

ぞ
れ
の
農
家
で
農
業
後
継
者
へ
引

き
継
が
れ
て
い
る
と
こ
ろ
が
大
き

い
と
考
え
て
い
ま
す
。
市
で
は
、

農
業
後
継
者
の
確
保
・
育
成
の
た

め
、
新
た
に
農
業
に
取
り
組
み
た

い
と
い
う
人
に
対
し
、
大
規
模
な

農
家
で
農
業
技
術
の
習
得
や
体
験

を
す
る
研
修
な
ど
に
、
幅
広
く
支

援
し
て
い
ま
す
。

　

本
市
の
基
幹
産
業
は
農
業
で

す
。
今
後
も
、
農
業
後
継
者
の
確

保
と
農
地
の
集
積
・
集
約
化
に
よ

る
農
業
生
産
コ
ス
ト
の
削
減
を
目

指
し
ま
す
。
そ
し
て
、
野
菜
の
作

付
け
拡
大
や
効
率
的
な
生
産
体
制

　

昨
年
度
か
ら
、
防
犯
灯
を
新
設

す
る
際
は
Ｌ
Ｅ
Ｄ
灯
を
設
置
す
る

こ
と
に
し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
昨

年
度
か
ら
本
年
度
に
か
け
て
、
60

㍗
以
下
の
全
て
の
防
犯
灯
を
蛍
光

灯
か
ら
Ｌ
Ｅ
Ｄ
灯
へ
切
り
替
え
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

こ
の
こ
と
に
よ
っ
て
防
犯
灯
の

明
る
さ
が
増
し
、
よ
り
安
全
度
が

向
上
し
ま
す
。
ま
た
、
長
寿
命
化

が
図
ら
れ
、
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト

の
縮
減
に
も
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

　

防
犯
灯
の
設
置
数
は
、
合
併

時
点
で
７
６
６
９
基
で
し
た
。

そ
れ
が
、
平
成
25
年
度
末
に
は

８
２
４
８
基
と
な
っ
て
い
て
、
着

実
な
整
備
が
図
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

本
年
度
の
設
置
に
つ
い
て
は
、

通
学
路
を
重
点
的
に
整
備
し
て
い

ま
す
。
市
内
の
通
学
路
で
防
犯
灯

が
必
要
と
思
わ
れ
る
場
所
を
調
査

し
、
新
た
に
65
基
を
設
置
し
た
と

こ
ろ
で
す
。

　

た
だ
し
、
地
域
に
よ
っ
て
は
、

交
通
安
全
上
は
も
ち
ろ
ん
、
防
犯

上
も
含
め
、
さ
ら
に
照
明
が
必
要

と
思
わ
れ
る
箇
所
も
あ
る
と
思
わ

君
（新田中・２年）

さん
（米山中・３年）

の
整
備
推
進
に
よ
る
園
芸
の
振

興
、
畜
産
経
営
の
生
産
基
盤
整
備

の
推
進
に
よ
っ
て
畜
産
の
振
興
を

図
り
、
農
家
所
得
の
向
上
に
努
め
、

本
市
の
農
業
を
元
気
に
し
て
い
き

ま
す
。
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れ
ま
す
。
今
後
も
地
域
の
皆
さ
ま

の
要
望
を
伺
い
な
が
ら
整
備
を
進

め
、
安
全
・
安
心
な
ま
ち
づ
く
り

を
進
め
て
い
き
ま
す
。

＊

【
答
】
市
民
バ
ス
に
つ
い
て
は
、

宮
交
登
米
バ
ス
の
路
線
廃
止
に
伴

い
、
平
成
17
年
10
月
か
ら
の
施
行

運
転
期
間
を
経
て
、
平
成
19
年
４

月
か
ら
運
賃
１
０
０
円
の
ワ
ン
コ

イ
ン
バ
ス
と
し
て
本
格
運
行
を
開

始
し
ま
し
た
。

　

市
民
バ
ス
の
利
用
者
数
で
す

が
、
ワ
ン
コ
イ
ン
バ
ス
と
し
て
運

行
す
る
前
の
平
成
16
年
度
は
約

11
万
８
千
人
で
し
た
。
そ
れ
が
平

成
25
年
度
に
は
約
34
万
２
千
人
と

約
３
倍
に
増
え
ま
し
た
。現
在
は
、

通
勤
、
通
学
、
通
院
や
買
い
物
な

ど
市
民
の
生
活
を
支
え
る
重
要
な

公
共
交
通
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
「
登
下
校
時
の
市
民
バ
ス
の
本

数
を
増
や
す
こ
と
は
可
能
で
し
ょ

う
か
」
と
の
ご
質
問
で
す
。
市
民

バ
ス
の
利
用
者
負
担
は
１
０
０
円

で
す
が
、
市
か
ら
多
額
の
委
託
料

を
支
払
い
、
運
行
を
維
持
し
て
い

る
状
況
で
す
。
多
く
の
市
民
か
ら

君
（石越中・２年）

本
数
の
増
加
、
運
行
範
囲
を
広
げ

て
ほ
し
い
な
ど
の
要
望
を
い
た
だ

い
て
い
ま
す
が
、
全
て
の
要
望
に

応
え
る
こ
と
は
困
難
な
状
況
に
あ

り
ま
す
。

　

通
勤
、
通
学
、
通
院
や
買
い
物

で
利
用
者
の
ニ
ー
ズ
が
あ
り
特
に

利
用
者
が
多
く
い
る
場
合
な
ど
は
、

運
行
時
間
帯
や
本
数
を
見
直
し
、

効
率
よ
く
運
行
し
て
い
き
ま
す
。

　

ご
質
問
の
登
下
校
の
時
間
帯
に

つ
い
て
は
、
朝
１
便
と
部
活
動
に

対
応
す
る
よ
う
夕
方
２
便
を
運
行

し
、
生
徒
の
皆
さ
ん
の
安
全
な
通

学
手
段
の
確
保
に
努
め
て
い
ま

す
。

君
（津山中・３年）

■子ども議員

学校 氏　名 性
別
学
年 質問事項

佐沼中 河 原　 花
か

歩
ほ

女 2 防犯について登米市のいいところ

佐沼中 鈴 木　 天
あま

音
ね

女 2 登米市のパチンコ店

新田中 堺　 紀
のり

人
ひと

男 2 経済と高齢化

新田中 但 木　 大
だい

介
すけ

男 2 病院について

登米中 大 槻　 圭
けい

男 2 登米市の若者定住化

登米中 野 村　 亮
りょう

太
た

男 2 登米市の防災訓練

東和中 佐 藤　 太
た

生
お

男 3 今後の農業への取り組み

東和中 武 田　 東
とう

子
こ

女 3 登米市の人口減少に伴う問題

中田中 今 野　 光
こう

貴
き

男 2 自然災害時の補償

中田中 佐 藤　 有
ゆう

男 2 交通安全と就職

豊里中 及 川　 和
かず

哉
や

男 2 通学路の道路状況

豊里中 髙 橋　 陽
はる

菜
な

女 2 ２４年度子ども議会質問事項の回答

米山中 佐竹　ことみ 女 3 街灯について中学校間の交流

米山中 杉 澤　 賢
けん

弥
や

男 3 登米市の観光アピール

石越中 石 川　 愛
あい

那
な

女 2 石越町の街灯と歩道の本数

石越中 千 葉　 響
きょう

男 2 市民バスの本数

南方中 井 林　 洸
こう

太
た

男 3 公共施設の利用部活動時のケガの対応

南方中 遠 藤　 瑠
りゅう

也
や

男 2 バスの交通の便登米市で少ないと思うもの

津山中 大 内　 一
かず

真
ま

男 3 仮設住宅の住民との交流

津山中 橘　 生
いぶ

蕗
き

女 3 林業の維持・活性化
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＊

【
答
】
仮
設
住
宅
の
皆
さ
ま
と
の

交
流
は
、
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

組
織
や
自
主
団
体
な
ど
で
数
多
く

行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

い
く
つ
か
紹
介
し
ま
す
と
、
津

山
地
域
で
は
、
地
域
の
運
動
会
に

仮
設
住
宅
を
一
つ
の
自
治
会
と
し

て
参
加
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

ま
た
、
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
推
進

協
議
会
で
開
催
す
る
盆
お
ど
り
や

地
区
住
民
が
開
催
す
る
さ
ま
ざ
ま

な
イ
ベ
ン
ト
に
仮
設
住
宅
の
皆
さ

ま
を
招
待
し
て
、
楽
し
ん
で
い
た

だ
き
な
が
ら
交
流
を
深
め
て
い
ま

す
。

　

南
方
地
域
で
も「
協
働
の
ま
ち

づ
く
り
地
域
交
付
金
事
業
」を
活

用
し
た
事
業
と
し
て
、
東
郷
地
区

住
民
と
イ
オ
ン
南
方
店
跡
地
の
仮

設
住
宅
の
皆
さ
ま
が
、
は
っ
と
汁

を
作
っ
て
食
べ
た
り
地
域
文
化
を

互
い
に
紹
介
し
た
り
と
、
食
と
文

化
を
通
じ
た
交
流
や
、
仮
設
住
宅

周
辺
の
ク
リ
ー
ン
作
戦
な
ど
が
行

わ
れ
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

地
域
の
自
主
サ
ー
ク
ル
の
中
に

は
、
仮
設
住
宅
の
皆
さ
ま
を
対
象

と
し
た「
傾
聴
の
会
」
を
定
期
的

に
開
催
し
、
仮
設
住
宅
で
生
活
す

る
上
で
の
悩
み
や
不
安
に
耳
を
傾

け
、
安
心
し
た
生
活
を
送
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
活
動
し
て
い
る
団

体
も
あ
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
登
米
市
社
会
福
祉
協

議
会
と
登
米
市
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
協

会
で
は
、
お
茶
の
み
サ
ロ
ン
「
あ

が
ら
っ
し
ぇ
」
を
４
カ
所
の
仮
設

住
宅
で
定
期
的
に
開
催
し
、
支
え

合
い
活
動
や
自
治
会
組
織
の
拡
充

を
支
援
し
て
い
ま
す
。
そ
の
ほ

か
、
健
康
相
談
な
ど
も
行
い
、
住

民
と
の
交
流
を
図
っ
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。
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※年齢は平成26年12月１日現在

　

昭
和
46
年
に
迫
町
消
防
団
に
入
団
。
平

成
12
年
に
迫
町
消
防
団
分
団
長
、
平
成
19

年
に
は
登
米
市
消
防
団
副
団
長
に
就
任
。

平
成
23
年
に
退
団
す
る
ま
で
の
40
年
間
、

住
民
の
生
命
と
財
産
の
保
護
に
尽
力
さ
れ

ま
し
た
。

瑞
宝
単
光
章

　

昭
和
45
年
に
石
越
町
消
防
団
に
入
団
。

平
成
12
年
に
石
越
町
消
防
団
分
団
長
、
平

成
19
年
に
は
登
米
市
消
防
団
副
団
長
に
就

任
。
平
成
23
年
に
退
団
す
る
ま
で
の
40
年

間
、
住
民
の
生
命
と
財
産
の
保
護
に
尽
力

さ
れ
ま
し
た
。

瑞
宝
単
光
章

　

平
成
17
年
か
ら
毎
年
５
百
万
円
を
市
奨

学
金
の
原
資
と
し
て
寄
付
さ
れ
ま
し
た
。

褒
章
は
、
公
益
の
た
め
多
額
の
私
財
を
寄

付
さ
れ
た
人
に
授
与
さ
れ
、
今
年
で
９
回

目
の
受
賞
と
な
り
ま
す
。
現
在
も
次
代
を

担
う
若
者
育
成
に
貢
献
さ
れ
て
い
ま
す
。

紺
綬
褒
章

　

昭
和
46
年
に
米
山
町
消
防
団
に
入
団
。

平
成
７
年
に
米
山
町
消
防
団
分
団
長
、
平

成
19
年
に
は
登
米
市
消
防
団
副
団
長
に
就

任
。
平
成
25
年
に
退
団
す
る
ま
で
の
42
年

間
、
住
民
の
生
命
と
財
産
の
保
護
に
尽
力

さ
れ
ま
し
た
。

瑞
宝
単
光
章

　

昭
和
49
年
に
南
方
町
の
保
健
師
と
し
て

入
庁
。
昭
和
53
年
に
佐
沼
病
院
の
看
護
師

と
な
り
、
平
成
21
年
に
は
看
護
部
総
看
護

師
長
に
就
任
。
平
成
24
年
に
退
職
す
る
ま

で
の
38
年
間
、
看
護
業
務
の
第
一
線
で
活

躍
、
地
域
医
療
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

瑞
宝
単
光
章

　

和
57
年
に
登
米
郡
東
和
町
土
地
改
良

区
理
事
に
就
任
。
平
成
18
年
に
は
登
米
市

東
和
町
土
地
改
良
区
理
事
長
に
着
任
し
、

平
成
22
年
に
退
任
す
る
ま
で
の
28
年
間
、

農
業
農
村
整
備
事
業
の
振
興
と
発
展
に
尽

力
さ
れ
ま
し
た
。

旭
日
単
光
章

　

昭
和
42
年
に
鳴
瀬
町
立
小
野
小
学
校
助

教
諭
と
な
り
、
昭
和
63
年
に
古
川
養
護
学

校
教
頭
、
平
成
９
年
に
は
迫
養
護
学
校
校

長
に
就
任
。
平
成
11
年
に
退
職
後
、
平
成

13
年
に
東
和
町
教
育
長
に
任
命
さ
れ
、
教

育
の
発
展
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

瑞
宝
双
光
章

　

昭
和
47
年
に
登
米
地
区
消
防
事
務
組
合

に
入
庁
。
平
成
17
年
に
登
米
市
消
防
署

長
、
平
成
19
年
に
は
登
米
市
消
防
本
部
消

防
次
長
に
就
任
。
平
成
20
年
に
退
職
す
る

ま
で
の
36
年
間
、
住
民
の
生
命
と
財
産
の

保
護
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

瑞
宝
双
光
章

　

和
55
年
に
豊
里
町
議
会
議
員
に
当
選

し
て
以
来
、
７
期
24
年
の
長
き
に
わ
た
り

町
勢
発
展
に
大
い
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

豊
里
町
議
会
議
長
や
教
育
常
任
委
員
会
委

員
長
を
歴
任
さ
れ
、
地
方
自
治
の
発
展
と

住
民
福
祉
の
向
上
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

旭
日
双
光
章

　

和
47
年
に
登
米
地
区
消
防
事
務
組
合

に
入
庁
。
平
成
12
年
に
迫
消
防
署
西
出
張

所
長
、
平
成
17
年
に
は
登
米
市
消
防
本
部

予
防
課
長
に
就
任
。
平
成
20
年
に
退
職
す

る
ま
で
の
36
年
間
、
住
民
の
生
命
と
財
産

の
保
護
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

瑞
宝
双
光
章

褒  章
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【
表
彰
式
】
11
月
３
日
（
月
）

【
場
所
】
登
米
祝
祭
劇
場

◉
地
方
自
治
功
労

▼
關
孝
（
迫
）
▼
二
階
堂
紀
一
（
石

越
）
▼
千
葉
善
藏
（
迫
）
▼
猪
股

敏
行
（
東
和
）
▼
山
内
啓
司
（
中

田
）
▼
佐
々
木
敏
朗
（
迫
）
▼
高

橋
清
範
（
南
方
）
▼
佐
藤
幸
治
（
豊

里
）
▼
堀
内
壽
明
（
中
田
）
▼
須

藤
健
治
（
中
田
）
▼
浅
野
稔
（
南

方
）
▼
及
川
義
雄
（
中
田
）
▼
万

里
崎
政
夫
（
中
田
）
▼
鈴
木
富
司

雄
（
石
越
）

◉
産
業
功
労

▼
海
野
徹
（
迫
）
▼
佐
々
木
仁
司

（
中
田
）
▼
佐
藤
幸
一
（
中
田
）

▼
佐
藤
幸
喜
（
豊
里
）
▼
鈴
木
司

郎
（
南
方
）
▼
亀
井
照
司
（
東
和
）

▼
菅
原
米
男
（
東
和
）
▼
千
葉
桂

介
（
東
和
）
▼
千
葉
時
雄
（
迫
）

▼
瀬
戸
数
衞
（
迫
）
▼
細
川
啓
介

（
米
山
）
▼
三
上
正
（
登
米
）
▼

加
藤
貞
雄
（
米
山
）
▼
板
倉
新
一

市
政
功
労
者
表
彰

県
教
育
功
績
者
表
彰

（
米
山
）
▼
千
葉
吉
見
（
南
方
）

▼
佐
々
木
武
雄
（
豊
里
）
▼
佐
藤

信
孝
（
米
山
）
▼
榊
原
光
夫
（
東

和
）
▼
千
葉
律
（
米
山
）
▼
高
橋

福
治
（
登
米
）
▼
千
葉
稔
（
米
山
）

▼
芳
賀
幹
雄
（
登
米
）
▼
野
村
安

直
（
米
山
）
▼
菅
野
徳
雄
（
南
方
）

◉
納
税
功
労

▼
熊
谷
藤
二
（
米
山
）
▼
千
葉
幹

郎
（
東
和
）
▼
齋
藤
章
壽
（
東

和
）
▼
澤
口
良
夫
（
迫
）
▼
只
野

眞
男
（
米
山
）
▼
浅
野
昌
雄
（
迫
）

▼
五
島
憲
一
（
登
米
）
▼
佐
藤
義

徳
（
石
越
）
▼
工
藤
忠
政
（
東
和
）

▼

原
秀
幸
（
迫
）
▼
飯
土
井
納

税
貯
蓄
組
合
（
東
和
）
▼
町
下
納

税
貯
蓄
組
合
（
東
和
）

◉
保
健
衛
生
功
労

▼
菅
原
貴
美
子
（
石
越
）
▼
鈴
木

和
子
（
登
米
）

◉
統
計
功
労

▼
佐
々
木
三
男
雄
（
米
山
）

◉
教
育
文
化
功
労

▼
橘
智
法
（
津
山
）
▼
宮
崎
裕

（
迫
）
▼
島
英
樹
（
仙
台
市
）
▼

上
杉
恭
弘
（
迫
）
▼
浅
野
正
巳
（
南

方
）
▼
原
敬
（
仙
台
市
）
▼
千
葉

明
宏
（
迫
）
▼
飯
塚
敬
子
（
東
和
）

▼
岩
渕
修
一
（
迫
）

◉
社
会
福
祉
功
労

▼
伍
十
川
英
雄
（
石
越
）
▼
佐
藤

正
子
（
中
田
）

◉
消
防
防
災
功
労

▼
鈴
木
忠
夫
（
東
和
）
▼
佐
々
木

昌
弘
（
南
方
）
▼
小
野
寺
修
（
石

越
）
▼
金
澤
武
伸
（
石
越
）
▼
千

葉
紀
文
（
石
越
）
▼
千
葉
政
彦
（
石

越
）
▼
佐
々
木
英
輝
（
迫
）
▼
佐
々

木
剛
志
（
津
山
）
▼
伊
東
哲
也
（
東

和
）
▼
及
川
康
弘
（
中
田
）
▼
佐

藤
雅
彦
（
豊
里
）
▼
佐
藤
稔
（
東

和
）
▼
千
葉
徳
郎
（
中
田
）
▼
佐
々

木
義
一
（
津
山
）
▼
佐
々
木
仁
（
中

田
）
▼
沼
倉
昭
一
（
東
和
）
▼
千

葉
信
宏
（
石
越
）
▼
佐
藤
伸
也
（
中

田
）
▼
千
葉
義
則
（
石
越
）
▼
鈴

木
稔
（
迫
）
▼
千
葉
浩
（
米
山
）

▼
清
水
勝
彦
（
米
山
）
▼
千
葉
忍

（
石
越
）
▼
佐
藤
和
浩
（
南
方
）

▼
髙
橋
宏
（
豊
里
）
▼
日
野
祐
志

県
文
化
の
日
表
彰

【
表
彰
式
】　

11
月
４
日
（
火
）

【
場
所
】　

宮
城
県
庁

◉
教
育
功
労

▼
高
橋
弘
一
（
佐
沼
小
学
校
長
）

◉
学
校
保
健
功
労

▼
高
橋
義
文
（
学
校
歯
科
医
）

▼
佐
藤
光
彦
（
学
校
歯
科
医
）

（
中
田
）
▼
木
川
田
達
也
（
南
方
）

▼
遠
藤
孝
利
（
中
田
）
▼
渡
邊
哲

也
（
南
方
）
▼
吉
田
順
次
（
仙
台

市
）
▼
菅
原
良
彦
（
米
山
）
▼
阿

部
雅
美
（
津
山
）
▼
細
川
英
輝
（
東

和
）
▼
新
田
和
宏
（
迫
）
▼
佐
藤

清
志
（
豊
里
）
▼
袋
和
人
（
迫
）

▼
藤
井
一
典
（
登
米
）
▼
加
美
山

義
治
（
豊
里
）
▼
佐
々
木
大
輔
（
津

山
）
▼
故　

福
島
二
郎
（
登
米
）

◉
防
犯
交
通
安
全
功
労

▼
山
内
俊
朗
（
豊
里
）
▼
佐
藤
孝

夫
（
南
方
）
▼
日
下
雪
江
（
南
方
）

▼
白
鳥
ま
き
子
（
南
方
）
▼
伊
藤

勝
正
（
迫
）
▼
後
藤
正
士
（
東
和
）

▼
佐
々
木
勝
治
（
中
田
）
▼
相
澤

米
子
（
東
和
）
▼
佐
藤
京
子
（
東

和
）
▼
長
嶋
栄
治
（
米
山
）
▼
清

水
健
（
米
山
）

◉
善
行
功
労

▼
佐
藤
大
二
（
石
越
）

【
表
彰
式
】
10
月
30
日
（
木
）

【
場
所
】
東
京
エ
レ
ク
ト
ロ
ン

ホ
ー
ル
宮
城

◉
地
方
自
治
功
労

▼
阿
部
正
一
（
迫
）
▼
佐
々
木
康

明
（
登
米
）
▼
千
葉
和
典
（
石
越
）

◉
産
業
功
労

▼
伊
澤
晃
（
豊
里
）
▼
岩
渕
吉
郎

（
中
田
）

◉
教
育
文
化
功
労

▼
相
沢
隆
夫
（
登
米
）
▼
柳
生
心

眼
流
甲
冑
柔
術
保
存
会
（
迫
）

◉
民
生
安
定
功
労

▼
只
野
良
武
（
南
方
）

◉
保
健
衛
生
功
労

▼
佐
藤
厚
史
（
南
方
）

◉
消
防
防
災
功
労

▼
秋
山
光
穂
（
登
米
）
▼
佐
々
木

建
待
（
南
方
）
▼
佐
々
木
正
志
（
津

山
）
▼
菅
原
英
義
（
中
田
）
▼
山

田
清
幸
（
東
和
）

◉
調
査
統
計
功
労

▼
二
階
堂
清
勝
（
中
田
）

平
成
26
年
度
の
市
政
功
労
者
表
彰
、
県
文
化
の
日
表
彰
な
ど
を
受
け
た
皆
さ
ん
を
ご
紹
介
し
ま
す
（
敬
称
略
・
順
不
同
）。
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材
セ
ン
タ
ー
（
髙
橋
兵ひ

ょ
う

衞え

理
事

長
）
で
は
今
年
の
「
シ
ル
バ
ー
の

日
」と
な
る
10
月
18
日
、長
沼
フ
ー

ト
ピ
ア
公
園
の
清
掃
作
業
を
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
で
実
施
し
ま
し
た
。

　

こ
の
日
の
奉
仕
作
業
に
は
会
員

約
２
３
０
人
が
参
加
。
公
園
内
の

低
木
の
剪せ

ん

定て
い

、
除
草
や
ゴ
ミ
清
掃

な
ど
を
手
分
け
し
て
行
い
ま
し
た
。

　

本
年
で
設
立
10
周
年
を
迎
え
る

同
セ
ン
タ
ー
。髙
橋
理
事
長
は「
地

域
の
高
齢
化
が
進
み
、
セ
ン
タ
ー

へ
の
仕
事
の
依
頼
は
増
え
て
い
ま

す
。
こ
れ
か
ら
も
会
員
の
技
能
を

生
か
し
て
地
域
に
貢
献
し
て
い
き

た
い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

人材センターで奉仕作業
 

東
北
最
大
規
模
の
販
売
ブ
ー
ス

を
誇
る
「
秋
の
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ

ト
」
が
10
月
19
日
、
迫
中
江
中
央

公
園
な
ど
を
会
場
に
開
か
れ
ま
し

た
。
佐
沼
中
央
商
店
会
の
主
催

で
、
今
年
18
回
目
と
な
り
ま
す
。

　

今
年
は
東
北
各
県
や
首
都
圏
な

ど
か
ら
約
６
５
０
の
個
人
や
商
店

が
、
雑
貨
や
骨
董
品
、
飲
食
物
の

ブ
ー
ス
を
設
置
。
当
日
は
晴
天

に
も
恵
ま
れ
、
市
内
外
か
ら
約

４
万
５
千
人
が
訪
れ
ま
し
た
。

　

ス
テ
ー
ジ
で
は
、
東
北
楽
天

イ
ー
グ
ル
ス
チ
ア
リ
ー
デ
ィ
ン
グ

ス
ク
ー
ル
が
華
麗
な
踊
り
を
披
露

し
た
ほ
か
、
総
合
司
会
を
務
め
た

本
市
出
身
の
歌
手
、
泉
忠た

だ

伸の
ぶ

さ
ん

や
Ｍ
ｉ
ｅ（
ミ
ー
）さ
ん
、
綾あ

や

華か

さ

ん
ら
の
ラ
イ
ブ
も
行
わ
れ
、
会
場

は
終
始
に
ぎ
わ
っ
て
い
ま
し
た
。

東
北
最
大
規
模
の
６
５
０
店

　

平
成
26
年
度
の
県
農
林
産
物
品

評
会（
県
主
催
）
で
、
本
市
の
千

葉
利と

し

広ひ
ろ

さ
ん（
豊
里
町
加
々
巻
）

と
猪
股
剛つ

よ
し

さ
ん（
中
田
町
大
泉
）

が
、
水
稲
部
門
と
果
樹
部
門
で
そ

れ
ぞ
れ
農
林
水
産
大
臣
賞
を
受
賞

し
ま
し
た
。
品
評
会
に
は
千
葉
さ

ん
が
「
う
る
ち
玄
米（
サ
サ
ニ
シ

キ
）」、
後
藤
リ
ン
ゴ
園（
本
宮
）

の
猪
股
さ
ん
が
「
リ
ン
ゴ（
シ
ナ

ノ
ス
イ
ー
ト
）」
を
出
品
。
審
査

で
は
高
い
栽
培
技
術
と
品
質
の
良

さ
が
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

　

10
月
19
日
に
仙
台
市
勾
当
台
公

園
市
民
広
場
で
開
か
れ
た
「
み
や

ぎ
ま
る
ご
と
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

２
０
１
４
」
の
席
上
表
彰
を
受
け

た
２
人
。「
大
臣
賞
は
今
後
の
生

産
の
励
み
に
な
り
ま
す
」
と
笑
顔

で
喜
び
を
語
っ
て
い
ま
し
た
。

県
農
林
産
物
品
評
会
で
評
価

　

毎
年
10
月
の
第
３
土
曜
日
は
、

全
国
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
事

業
協
会
が
「
シ
ル
バ
ー
の
日
」
と

定
め
て
い
ま
す
。
市
シ
ル
バ
ー
人
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市駅伝大会に56チーム

　

10
月
４
日
か
ら
11
月
３
日
ま

で
、
秋
田
県
内
の
市
町
村
を
会
場

に
開
催
さ
れ
た
第
29
回
国
民
文
化

祭
。
10
月
25
、
26
日
に
は
八
郎
潟

町
で
民
俗
芸
能「
願が

ん

人に
ん

踊お
ど
り

」
の
祭

典
が
開
か
れ
、
中
田
町
浅
水
小
島

に
伝
わ
る
本
市
指
定
の
無
形
民
俗

文
化
財
「
小お

島じ
ま

願が
ん

人に
ん

踊お
ど
り

」を
披
露

し
ま
し
た
。
願
人
踊
は
、
江
戸
時

代
に「
願
人
坊
」
と
呼
ば
れ
る
遊ゆ

行ぎ
ょ
う

僧そ
う

が
広
め
た
と
さ
れ
る
五
穀

豊
穣
を
祈
る
踊
り
で
す
。

　

祭
典
に
は
、
小
島
願
人
踊
の
ほ

か
秋
田
や
富
山
、
埼
玉
か
ら
７
団

体
が
参
加
し
ま
し
た
。
保
存
会
事

務
局
の
布
澤
一か

ず

元も
と

さ
ん（
小
島
）

は「
会
場（
町
民
体
育
館
）は
立
ち

見
が
出
る
ほ
ど
の
盛
況
で
、
踊
っ

た
後
の
反
響
も
す
ご
か
っ
た
で

す
」と
感
激
し
た
様
子
で
し
た
。

秋
田
で
開
催
の
国
民
文
化
祭

　

本
市
の
農
家
２
人
が
発
見
・
登

録
し
た
米
の
新
品
種
「
沢た
く

潤じ
ゅ
ん

」
が
、

登
録
後
初
の
収
穫
を
し
ま
し
た
。

　

新
品
種
は
、
豊
里
町
の
兼
業
農

家
、
板
倉
景け

い

介す
け

さ
ん（
庚
申
）
が

平
成
20
年
７
月
頃
、
圃
場
で
３
本

の
穂
だ
け
が
早
々
と
色
付
い
て
い

る
の
を
発
見
し
た
こ
と
が
き
っ
か

け
で
す
。
板
倉
さ
ん
は
親
類
の
専

業
農
家
、
米
山
町
の
堀
内
邦く
に

彦ひ
こ

さ

ん（
貝
待
井
）
に
相
談
。
２
人
で

品
種
登
録
に
取
り
組
み
、
本
年
５

月
に
農
林
水
産
大
臣
か
ら
種
苗
法

に
基
づ
く
登
録
を
受
け
ま
し
た
。

　

新
品
種
の「
沢
潤
」は
今
年
、
堀

内
さ
ん
の
圃
場
２
㌃
に
作
付
け
、

約
50
㌔
を
収
穫
し
ま
し
た
。「
沢
潤
」

は
「
ひ
と
め
ぼ
れ
」
よ
り
１
カ
月

ほ
ど
登
熟
が
早
く
、「
極ご
く

早わ

生せ

」

品
種
に
区
分
さ
れ
ま
す
。

板
倉
さ
ん
ら
登
録
の
「
沢
潤
」

　

市
駅
伝
競
走
大
会
が
10
月
26

日
、
中
田
総
合
体
育
館
を
発
着
と

し
て
開
か
れ
ま
し
た
。
合
併
５
周

年
を
契
機
に
始
ま
っ
た
本
大
会
も

５
回
目
と
な
り
ま
す
。

　

今
年
は
５
部
門
に
56
チ
ー
ム
が

出
場
し
ま
し
た
。
開
会
式
で
は
選

手
を
代
表
し
て
ウ
ィ
ル
ラ
ン
ズ
青せ

い

龍り
ゅ
う

の
菅す

げ

野の

拓た
く

海み

さ
ん
が
力
強
く
選

手
宣
誓
。
選
手
た
ち
は
チ
ー
ム
の

タ
ス
キ
を
つ
な
ご
う
と
必
死
の
走

り
を
見
せ
ま
し
た
。

　

部
門
ご
と
の
優
勝
チ
ー
ム
は
次

の
と
お
り
で
す
。
▼
年
代
混
合
＝

ウ
ィ
ル
ラ
ン
ズ
青
龍
▼
中
学
生
男

子
＝
中
田
中
男
子
Ａ
▼
中
学
生
女

子
＝
と
よ
さ
と
あ
ん
こ
ー
ず
▼
一

般
男
子
＝
Ｒ
Ｕ
Ｎ
Ｎ
Ｅ
Ｒ
１
１
９

▼
一
般
女
子
＝
よ
ね
や
ま
ス
ポ
ー

ツ
ク
ラ
ブ
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平成 25年度

一般会計
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な
っ
て
い
ま
す
。

　

一
般
会
計
の
歳
出
決
算
額
を
市

民
一
人
当
た
り
に
置
き
換
え
る
と

56
万
６
０
２
１
円
で
す
。

　

使
い
道
で
一
番
多
い
の
は
、
赤

ち
ゃ
ん
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
幅
広
い

福
祉
の
充
実
な
ど
に
支
出
さ
れ
る
民

生
費
で
13
万
２
４
９
０
円
、
次
い

で
、
庁
舎
の
管
理
や
税
金
の
徴
収
業

務
な
ど
に
支
出
さ
れ
る
総
務
費
が

７
万
７
１
６
６
円
、
借
り
入
れ
た
市

債
の
元
利
償
還
費
な
ど
に
支
出
さ
れ

る
公
債
費
が
７
万
１
３
６
５
円
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
東
日
本
大
震
災
な
ど
か
ら

の
災
害
復
旧
費
は
、
一
人
当
た
り

３
万
５
８
８
２
円
の
支
出
と
な
り
ま

し
た
。

　

財
政
の
健
全
化
判
断
比
率
は
、
自

治
体
の
財
政
破
綻
を
未
然
に
防
ぐ
た

め
に
制
定
さ
れ
た
「
地
方
公
共
団
体

の
財
政
の
健
全
化
に
関
す
る
法
律
」

に
基
づ
き
算
出
さ
れ
る
も
の
で
す
。

　

平
成
25
年
度
の
各
指
標
は
全
て
基

準
値
を
下
回
っ
て
い
ま
す
。
な
お
、

病
院
事
業
会
計
の
み
が
該
当
し
て
い

た
資
金
不
足
比
率
も
前
年
度
の
２
・

１
％
か
ら
解
消
さ
れ
て
い
ま
す
。

企
画
部
財
政
課

（
財
政
一
係
）

☎
０
２
２
０（
２
２
）２
１
５
９

　　　

平
成
25
年
度
決
算
に
お
け
る
一
般

会
計
歳
出
決
算
額
は
４
７
５
億
４
０

６
５
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

　

主
な
事
業
で
は
、
環
境
問
題
へ
の

対
応
や
災
害
対
策
と
し
て
、
防
犯
灯

の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
、
指
定
避
難
所
へ
の
再

生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入
な
ど
の

事
業
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
平
成

27
年
度
ま
で
の
継
続
事
業
と
し
て
、

一
般
廃
棄
物
第
二
最
終
処
分
場
の
整

備
に
着
手
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
東
日
本
大
震
災
か
ら
の
復

旧
・
復
興
と
し
て
、
石
越
中
学
校
や

東
和
総
合
運
動
公
園
な
ど
の
災
害
復

旧
事
業
を
実
施
。
加
え
て
、
災
害
公

営
住
宅
の
整
備
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　

歳
入
決
算
額
の
内
訳
は
、
地
方
交

付
税
が
２
１
３
億
９
１
１
０
万
円

（
歳
入
全
体
の
42
・
８
％
）
、
市

税
が
74
億
５
２
０
５
万
円
（
同

14
・
９
％
）
、
国
庫
支
出
金
が

65
億
２
１
４
４
万
円
（
同
13
・

０
％
）
な
ど
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
う
ち
、
市
税
な
ど
自
主
財
源

の
合
計
は
１
３
０
億
８
５
０
７
万
円

で
歳
入
全
体
の
26
・
２
％
、
残
り
の

73
・
８
％
が
地
方
交
付
税
や
国
庫
支

出
金
な
ど
の
依
存
財
源
と
い
わ
れ
る

も
の
で
す
。
こ
の
依
存
財
源
の
割
合

が
高
い
こ
と
か
ら
、
国
や
県
な
ど
の

影
響
を
受
け
や
す
い
財
政
基
盤
と
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市
水
道
事
業
所
で
は
、
水
道
に

関
す
る
作
品
を
募
集
す
る
「
第
56

回
水
道
週
間
コ
ン
テ
ス
ト
」
を
開

催
。
図
画
、
習
字
、
標
語
、
作
文

の
部
で
作
品
を
募
集
し
た
と
こ
ろ

市
内
の
小
中
学
生
と
一
般
か
ら

１
１
３
４
点
の
応
募
が
あ
り
ま
し

た
。

　

市
コ
ン
テ
ス
ト
の
特
選
・
入
選

作
品
は
全
国
コ
ン
ク
ー
ル
に
応
募

し
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
中
学
生

作
文
の
部
で
西
城
穂ほ

の
か風
さ
ん
が
厚

生
労
働
大
臣
賞
を
受
賞
。
小
学
生

高
学
年
図
画
の
部
で
工
藤
ひ
な
さ

ん
、
小
学
生
低
学
年
習
字
の
部
で

舟
嶋
嶺り

ょ
う
さ
ん
、
小
学
生
低
学
年

作
文
の
部
で
菅
原
桃も

も

花か

さ
ん
、
小

学
生
高
学
年
作
文
の
部
で
及
川
萌も

え

さ
ん
、
中
学
生
作
文
の
部
で
髙
井

な
お
さ
ん
が
入
選
し
ま
し
た
。

　

市
コ
ン
テ
ス
ト
の

入
選
作
品
は
水
道
事

業
所
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

　

入
選
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

◉

佐
藤
實ま

き城
（
石
森
小
）

二
ノ
神
遥は

る

香か

（
石
森
小
）、

千
葉
翼つ

ば
さ（
石
森
小
）、
鈴
木
千ち

尋ひ
ろ

（
石
森
小
）

◉

工
藤
ひ
な
（
石
森
小
）

佐
々
木
柚ゆ

ず

奈な

（
宝
江
小
）、

小
野
寺
奈な

夕ゆ

（
加
賀
野
小
）、
金

城
康こ

う

士し

朗ろ
う

（
加
賀
野
小
）

◉

亀
田
麻ま

い衣
（
南
方
中
）

菅
野
晟せ

い

那な

（
豊
里
小
・

中
）、佐
々
木
如な

お

香か（
豊
里
小
・
中
）、

金
大た

い

志し

（
豊
里
小
・
中
）

◉

舟
嶋
嶺り

ょ
う（
米
谷
小
）

猪
股
小こ

梅う
め

（
上
沼
小
）、

遠
藤
瑠る

唯い

（
上
沼
小
）、
澁
谷
拓た

く

未み

（
東
郷
小
）

◉

田
村
愛あ

い

理り

（
錦
織
小
）

尾
形
く
れ
あ
（
佐
沼
小
）、

佐
野
渚な

ぎ
さ（
南
方
小
）、千
葉
花は

な
（
米

川
小
）

◉

星
和か

ず

博ひ
ろ

（
南
方
小
）

佐
々
木
大や

ま
と和
（
浅
水
小
）、

伊
藤
萌も

え（
石
森
小
）、千
葉
彩あ

み

果か（
東

和
中
）

◉

菅
原
桃も

も

花か

（
横
山
小
）

佐
々
亜あ

さ

み
佐
美
（
加
賀
野

小
）、
髙
石
娃あ

い

李り

（
新
田
小
）、
大

西
ひ
な
た
（
西
郷
小
）

◉

及
川
萌も

え

（
加
賀
野
小
）

佐
々
木
里り

お桜
（
佐
沼
小
）、

鈴
木
理り

り

か
々
香
（
石
森
小
）

◉

西
城
穂ほ

の
か風
（
東
和
中
）

髙
井
な
お
（
東
和
中
）、

渡
邊
ち
な
み
（
中
田
中
）、
千
葉

琉る

み美
（
津
山
中
）
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こ
れ
ま
で
、
公
的
年
金（
遺
族

年
金
、
障
害
年
金
、
老
齢
年
金
、

労
災
年
金
、
遺
族
補
償
な
ど
）受

給
者（
子
ど
も
が
受
給
す
る
場
合

を
含
む
）は
児
童
扶
養
手
当
を
受

給
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し

た
。
し
か
し
、
平
成
26
年
12
月
以

降
は
、
年
金
受
給
額
が
児
童
扶
養

手
当
よ
り
低
い
人
に
限
り
、
そ
の

差
額
分
の
児
童
扶
養
手
当
を
受
給

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
該
当

す
る
と
思
わ
れ
る
人
は
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

◉❶
父
母
が
離
婚
し
た
子
ど
も
を
養

育
し
て
い
る
祖
父
母
で
、
低
額
の

老
齢
年
金
を
受
給
し
て
い
る
た

め
、
児
童
扶
養
手
当
を
受
給
す
る

こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
人

❷
母
が
死
亡
し
た
父
子
家
庭
で
、

子
ど
も
が
低
額
の
遺
族
厚
生
年
金

を
受
給
し
て
い
る
た
め
、
児
童
扶

養
手
当
を
受
給
す
る
こ
と
が
で
き

な
か
っ
た
人

❸
母
子
家
庭
で
、
離
婚
後
に
父
が

死
亡
し
、
子
ど
も
が
低
額
の
遺
族

厚
生
年
金
を
受
給
し
て
い
る
た

め
、
児
童
扶
養
手
当
を
受
給
す
る

こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
人
―
―
な

ど　

※
❶
〜
❸
は
一
例
で
す
。

年
金
証
書
、
年

金
額
改
定
通
知
書
な
ど
の
年
金
関

係
書
類
、
認
め
印
、
振
込
先
口
座

通
帳（
申
請
者
名
義
の
も
の
）を
持

参
し
、
市
役
所
総
合
支
所
市
民
課

窓
口
で
申
請
し
て
く
だ
さ
い（
※

ご
家
庭
の
状
況
に
よ
り
、
こ
れ
以

外
に
必
要
書
類
が
生
じ
る
場
合
が

あ
り
ま
す
）

◉❶
手
当
額
＝
申
請
者
お
よ
び
同

一
生
計
の
扶
養
義
務
者
の
所
得

に
よ
り
手
当
額
が
決
ま
り
ま
す
。

子
ど
も
３
人
の
場
合
、
最
高
で

４
万
９
０
２
０
円
／
月（
第
１
子

分
４
万
１
０
２
０
円
、
第
２
子
加

算
５
千
円
、
第
３
子
以
降
加
算

３
千
円
／
人
）で
す
が
、
年
金
受

給
者
は
年
金
額
を
月
額
換
算
し
た

額
を
差
し
引
い
て
受
給
す
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。
所
得
が
制
限
額
を

超
過
す
る
、
ま
た
は
年
金
額
と
の

差
額
が
発
生
し
な
い
人
は
手
当
の

支
給
が
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

❷
支
給
開
始
月
＝
申
請
月
の
翌
月

分
か
ら
手
当
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

た
だ
し
、
法
改
正
に
伴
う
特
例
措

置
が
あ
り
ま
す
の
で
該
当
者
は
平

成
27
年
３
月
31
日
ま
で
に
申
請
し

て
く
だ
さ
い
。

▼
平
成
26
年
12
月
１
日
よ
り
前
に

受
給
要
件
に
該
当
し
て
い
た
人
＝

平
成
26
年
12
月
分
か
ら
さ
か
の

ぼ
っ
て
支
給
さ
れ
る
特
例
措
置
が

あ
り
ま
す
▼
平
成
26
年
12
月
１
日

か
ら
平
成
26
年
２
月
28
日
ま
で
の

間
に
受
給
要
件
に
該
当
し
た
人
＝

受
給
要
件
に
該
当
し
た
月
の
翌
月

分
か
ら
さ
か
の
ぼ
っ
て
支
給
さ
れ

る
特
例
措
置
が
あ
り
ま
す

❸
支
給
日
＝
年
３
回
、
４
月
、
８

月
、
12
月
の
11
日（
11
日
が
土
日

祝
祭
日
の
場
合
は
直
前
の
平
日
）

に
直
前
４
カ
月
分
の
手
当
が
支
給

さ
れ
ま
す
。

　

詳
し
く
は
福
祉
事
務
所
子
育
て

支
援
課
ま
た
は
各
総
合
支
所
市
民

課
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▼
福
祉
事
務
所
子
育
て
支
援
課

（
児
童
福
祉
係
）

☎
０
２
２
０（
５
８
）５
５
６
２

▼
各
総
合
支
所
市
民
課（
市
民
係
）

　

が
ん
患
者
を
元
気
に
す
る
講
演

会
「
杉
浦
貴
之
ト
ー
ク
＆
ラ
イ
ブ

IN
登
米
」
を
開
催
し
ま
す
。
28
歳

の
時
に
が
ん
を
宣
告
さ
れ
、
余
命

半
年
と
言
わ
れ
た
杉
浦
さ
ん
が
、

人
間
の
無
限
の
可
能
性
を
伝
え
る

笑
い
あ
り
、
涙
あ
り
の
ラ
イ
ブ
ト

ー
ク
で
す
。
ど
な
た
で
も
参
加
で

き
ま
す
の
で
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

12
月
20
日（
土
）
午
後
２

時
〜
４
時（
午
後
１
時
30
分
開
場
）

ホ
テ
ル
サ
ン
シ
ャ
イ
ン

佐
沼

１
２
０
人（
先
着
順
）

無
料

電
話
、
フ
ァ

ク
シ
ミ
リ
、
メ
ー
ル12

月
15
日（
月
）

市
民
生
活
部
健
康
推
進
課（
地
域

包
括
医
療
推
進
係
）

☎
０
２
２
０（
５
８
）２
１
１
６

０
２
２
０（
５
８
）３
３
４
５

死kenkosuisin@
city.tom

e.
m
iyagi.jp

☎
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人
権
擁
護
委
員
は
、
地
域
の
住

民
の
中
か
ら
、
人
権
問
題
に
理
解

や
熱
意
の
あ
る
人
た
ち
が
市
町
村

長
の
推
薦
を
受
け
、
法
務
大
臣
か

ら
委
嘱
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

人
権
擁
護
委
員
は
、
人
権
に
関

　

昭
和
23
年
12
月
10
日
、
国
連
総

会
で
「
世
界
人
権
宣
言
」
が
採
択
。

翌
年
か
ら
毎
年
12
月
10
日
が
「
人

権
デ
ー
」
に
、
12
月
10
日
を
最
終

日
と
す
る
１
週
間
が「
人
権
週
間
」

に
定
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

法
務
省
と
全
国
人
権
擁
護
委
員

連
合
会
で
は
、人
権
週
間
期
間
中
、

人
権
尊
重
思
想
の
普
及
高
揚
の
た

め
の
啓
発
活
動
を
全
国
的
に
展

開
。
そ
の
一
環
と
し
て
「
特
設
人

権
相
談
所
」
を
開
設
し
ま
す
。　

 

　

相
談
は
人
権
擁
護
委
員
が
お
受

け
し
ま
す
。
相
談
は
無
料
で
、
秘

密
は
固
く
守
り
ま
す
。
人
権
に
関

す
る
問
題
で
困
っ
て
い
る
人
は
、

ど
う
ぞ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

◉

12
月
10
日（
水
）
午
前
10

時
〜
午
後
３
時

東
和
総
合
支
所
、
米
山

総
合
支
所
、
津
山
老
人
福
祉
セ
ン

タ
ー

差
別
を
受
け
た
、暴
行
・

虐
待
を
受
け
た
、
セ
ク
ハ
ラ
・
パ

ワ
ハ
ラ
を
受
け
た
、
い
じ
め
・
体

罰
を
受
け
た
、
名
誉
毀き

損そ
ん

、
プ
ラ

イ
バ
シ
ー
侵
害
を
受
け
た
な
ど

　

仙
台
法
務
局
登
米
支
局
で
は
、

人
権
擁
護
委
員
と
法
務
局
職
員
に

よ
る
常
設
人
権
相
談
所
を
設
置
し

☎☎

す
る
相
談
を
受
け
た
り
、
幼
稚
園

や
小
中
学
校
で
人
権
教
室
を
開
い

た
り
し
て
、
命
や
思
い
や
り
の
大

切
さ
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
て
も

ら
う
活
動
を
し
て
い
ま
す
。
毎
日

の
生
活
を
送
る
上
で
「
こ
れ
は
人

権
問
題
で
は
な
い
か
」
と
思
っ
た

と
き
や
「
法
律
が
分
か
ら
な
い
の

で
困
っ
て
い
る
」
と
き
に
は
、
近

く
の
人
権
擁
護
委
員
へ
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

て
い
ま
す
。
相
談
は
無
料
で
、
秘

密
は
固
く
守
ら
れ
、
他
人
に
知
ら

れ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
安
心

し
て
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

仙
台
法
務
局
登
米

支
局（
登
米
市
登
米
町
寺
池
桜
小

路
70
―
２
）

毎
週
水
・
木
曜
日

／
午
前
10
時
〜
午
後
３
時

当
日
会
場
で
受
け

付
け
ま
す
。

さん
（登米町・館山）

登米人権擁護委員協議会会長

平成 26年工業統計調査を実施します
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❶
❷

❸
❶❷

☎

　

市
で
は
、
生
涯
に
わ
た
っ
て
生

き
生
き
と
暮
ら
し
て
い
け
る
よ

う
、
人
生
の
節
目
で
あ
る
還
暦
を

過
ぎ
た
満
61
歳
の
皆
さ
ん
を
対
象

に
、
脳
健
康
診
断
の
費
用
助
成
を

実
施
し
て
い
ま
す
。
脳
の
健
康
を

調
べ
て
お
く
こ
と
で
、
自
覚
症
状

の
な
い
脳
梗
塞
や
脳
出
血
、
脳
腫

瘍
な
ど
の
早
期
発
見
・
早
期
治
療

へ
と
つ
な
が
り
ま
す
。

　

脳
健
康
診

断
を
実
施
し

て
い
る
機
関

は
下
表
の
と

お
り
で
す
。

例
年
１
〜
３
月
は
医
療
機
関
が
混

雑
し
予
約
が
取
り
づ
ら
く
な
り
ま

す
。
早
め
に
予
約
し
受
診
し
ま

し
ょ
う
。満

61
歳
の
人（
昭
和
28
年

４
月
１
日
〜
昭
和
29
年
３
月
31
日

生
ま
れ
）

】
Ｍ
Ｒ
Ｉ
検
査（
磁
気

共
鳴
画
像
診
断
）

※
希
望
者
に
は
自
己
負
担
で
Ｍ
Ｒ

Ａ
検
査
も
実
施
し
ま
す
。

７
６
０
０
円

※
７
６
０
０
円
を
超
え
る
額
を
窓

口
で
支
払
っ
て
く
だ
さ
い

健
診
機
関
へ

直
接
申
し
込
み
し
て
く
だ
さ
い
。

平
成
27
年
２
月
28

日（
土
）ま
で

平
成
27
年
３
月
31

日（
火
）ま
で

▼
脳
健
診
受

診
券（
対
象
者
に
６
月
に
送
付
し

て
い
ま
す
）
▼
健
診
機
関
か
ら
指

定
さ
れ
た
も
の
▼
保
険
証

※
脳
健
診
受
診
券
を
無
く
し
た
場

合
は
、
健
康
推
進
課
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

健診機関名 電話番号

登米市民病院 0220（22）5511

大崎市民病院（大崎市） 0229（23）3471

栗原中央病院（栗原市） 0228（21）5330

仙台星陵クリニック（仙台市） 022（273）3460

画像医学と脳健診（仙台市） 022（218）3147

☎

　

市
で
は
現
在
、
今
後
の
ま
ち
づ

く
り
の
基
本
方
向
を
示
し
、
長
期

的
な
視
点
に
立
っ
た
ま
ち
づ
く
り

を
進
め
て
い
く
た
め
、
平
成
28
年

度
か
ら
37
年
度
ま
で
の
10
年
間
を

計
画
期
間
と
し
た
「
第
二
次
登
米

市
総
合
計
画
」
の
策
定
を
進
め
て

い
ま
す
。

　

こ
の
計
画
を
策
定
す
る
に
当
た

り
、
市
の
将
来
や
ま
ち
づ
く
り
に

つ
い
て
関
心
を
持
っ
て
も
ら
う
た

め
、
小
中
学
生
を
対
象
と
し
た
絵

画
コ
ン
ク
ー
ル
を
実
施
し
ま
す
。

10
年
後
の
登
米

市
の
ま
ち

※
自
分
た
ち
の

住
む
登
米
市
が

「
将
来
こ
ん
な

ま
ち
に
な
っ
た

ら
い
い
な
」
と
い
う
思
い
を
、
自

由
な
発
想
で
描
い
て
く
だ
さ
い
。

▼
小
学
校
低
学
年

の
部
＝
市
内
の
学
校
に
通
う
小
学

１
〜
３
年
生
▼
小
学
校
高
学
年
の

部
＝
市
内
の
学
校
に
通
う
小
学
４

〜
６
年
生
▼
中
学
校
の
部
＝
市
内

の
学
校
に
通
う
中
学
生

在
学
す
る
学
校
を

通
じ
て
応
募
し
て
く
だ
さ
い
。

部
門
ご
と
に
審
査
し
、

優
れ
た
作
品
に
は
賞
状
と
副
賞
を

贈
呈
し
ま
す
。

▼
最
優
秀
賞
＝
各
部
門
１
点　

賞

状
と
副
賞（
図
書
カ
ー
ド
３
千
円

分
）
▼
優
秀
賞
＝
各
部
門
２
点　

賞
状
と
副
賞（
図
書
カ
ー
ド
千
円

分
）

審
査
結
果
に
つ
い
て
は
、

応
募
の
あ
っ
た
学
校
宛
て
に
入
賞

者
の
氏
名
な
ど
を
通
知
し
ま
す
。

入
賞
作
品
に
つ

い
て
は
、
第
二
次
登
米
市
総
合
計

画
の
冊
子
へ
の
掲
載
な
ど
を
予
定

し
て
い
ま
す
。

企
画
部
企
画
政

策
課（
企
画
政
策
係
）

☎
０
２
２
０（
２
２
）２
１
４
７
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10
月
26
日
、
東
京
迫
会
（
横
川
祐ゆ
う

喜き

会
長
）

の
第
29
回
総
会
が
、
東
京
都
港
区
の
シ
ー
サ
イ

ド
ホ
テ
ル
芝
弥
生
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
関
東
方
面
に
住
む
会
員
約
60
人
と
、

本
市
か
ら
迫
町
出
身
の
市
議
会
議
員
を
含
む
６

人
が
参
加
。
ふ
る
さ
と
の
思
い
出
や
近
況
の
話

に
花
を
咲
か
せ
ま
し
た
。

　

歌
謡
シ
ョ
ー
や
抽
選
会
な
ど
が
行
わ
れ
た
懇

親
会
。
会
場
は
大
い
に
盛
り
上
が
り
、
参
加
者

は
楽
し
い
ひ
と
と
き
を
過
ご
し
て
い
ま
し
た
。

　

30
周
年
の
記
念
と
な
る
来
年
は
、
ふ
る
さ
と

訪
問
を
計
画
中
。
会
員
の
多
く
は
「
久
し
ぶ
り

に
地
元
に
帰
る
の
が
楽
し
み
で
す
」
と
話
し
て

い
ま
し
た
。

▲ふるさとの思い出や近況を語り合う参加者。楽しいひとときを過ごしました

迫

　

11
月
１
日
、「
東
和
の
秋
ま
つ
り
」
が
東
和

総
合
支
所
特
設
会
場
で
開
か
れ
、
約
２
千
人
の

人
た
ち
が
訪
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
あ
い
に
く
の
雨
模
様
と
な
り
ま
し
た

が
、
訪
れ
た
人
た
ち
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン

ト
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

庁
舎
の
中
で
は
、
生
け
花
や
小
学
生
の
絵
画

な
ど
を
展
示
。
屋
外
で
は
東
和
中
の
生
徒
が
、

栽
培
し
た
新
鮮
な
野
菜
を
販
売
し
ま
し
た
。
ま

た
、
陸
上
自
衛
隊
東
北
方
面
音
楽
隊
が
演
奏
を

披
露
。「
青
葉
城
恋
歌
」
や
行
進
曲
「
コ
バ
ル

ト
の
空
」
な
ど
、
聞
き
覚
え
の
あ
る
曲
に
会
場

は
大
い
に
盛
り
上
が
り
、
悪
天
候
を
吹
き
飛
ば

す
ホ
ッ
ト
な
コ
ン
サ
ー
ト
と
な
り
ま
し
た
。

　

登と

米よ
ま

小
学
校（
須
藤
勝か

つ

子こ

校
長
）で
は
11
月
７

日
、「
祖
父
母
と
と
も
に
ふ
る
さ
と
学
習
」
を

同
小
体
育
館
な
ど
で
開
催
し
ま
し
た
。
ふ
る
さ

と
学
習
は
、
祖
父
母
と
の
昔
の
遊
び
を
通
じ
て
、

思
い
や
り
や
感
謝
の
心
を
育
て
る
の
が
目
的
。

　

当
日
は
、
け
ん
玉
遊
び
や
し
め
縄
作
り
を
体

験
。
児
童
た
ち
は
、
け
ん
玉
の
玉
を
皿
に
う
ま

く
乗
せ
る
た
び
に
笑
顔
を
見
せ
て
い
ま
し
た
。

し
め
縄
作
り
で
は
、
お
じ
い
さ
ん
お
ば
あ
さ
ん

の
素
早
い
手
つ
き
に
感
動
。
熟
練
の
技
を
教
わ

り
、
思
い
思
い
の
し
め
縄
を
作
り
ま
し
た
。

　

最
近
は
あ
ま
り
見
ら
れ
な
く
な
っ
た
昔
の
遊

び
に
、
大
人
も
子
ど
も
も
時
間
を
忘
れ
、
楽
し

ん
で
い
ま
し
た
。

▲見事な演奏を披露する陸上自衛隊東北方面音楽隊

東和

▲しめ縄作りで熟練の技を教わる児童

登米
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▲大人顔負けの力強い取組に、会場から大きな声援と拍手が送られました

▲110㍍の巨大カッパ巻きの完成に、笑顔がこぼれる参加者

中田

　

10
月
25
、
26
の
両
日
、「
第
９
回
ふ
る
さ
と

よ
ね
や
ま
秋
ま
つ
り
」
が
、
米
山
総
合
支
所
な

ど
を
会
場
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

米
山
体
育
館
で
行
わ
れ
た
ス
テ
ー
ジ
発
表
で

は
、
ダ
ン
ス
や
民
謡
発
表
の
ほ
か
、
地
元
出
身

の
歌
手
「
米
山
愛あ

い

子こ

」
さ
ん
の
歌
謡
シ
ョ
ー
な

ど
で
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。
道
の
駅
米
山
特
設

会
場
で
は
、
ち
び
っ
子
相
撲
が
開
催
。
元
気
な

ち
び
っ
子
た
ち
が
大
相
撲
に
引
け
を
取
ら
な
い

取
組
を
披
露
し
、
会
場
か
ら
大
き
な
声
援
と
拍

手
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

　

秋
祭
り
に
訪
れ
た
約
６
千
人
の
人
た
ち
は
、

多
彩
な
イ
ベ
ン
ト
を
通
じ
、
米
山
の
秋
を
満
喫

し
て
い
ま
し
た
。

　

豊
里
地
区
体
育
協
会（
及
川
英ひ

で

一か
ず

会
長
）で
は

11
月
９
日
、
同
地
区
の
市
民
交
流
ス
ポ
ー
ツ
大

会
を
豊
里
水
辺
の
公
園
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
な
ど

で
開
催
し
ま
し
た
。

　

大
会
は
、
地
区
住
民
の
健
康
増
進
と
親
睦
を

深
め
る
こ
と
が
目
的
。
４
回
目
と
な
る
今
大
会

に
は
80
人
が
参
加
し
、
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
な
ど
の

３
種
目
で
熱
戦
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
、
一
打
一
打
に
気
迫
を
込
め
プ

レ
ー
。
好
プ
レ
ー
の
連
続
に
会
場
か
ら
は
大
き

な
拍
手
と
歓
声
が
送
ら
れ
ま
し
た
。
今
大
会
は

女
性
の
活
躍
が
目
立
ち
、
特
に
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ

ル
フ
で
は
多
く
の
女
性
が
ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン
を

記
録
し
ま
し
た
。

▲ホールインワンなど好プレーが続出したグラウンドゴルフ

豊里

米山

　

11
月
２
日
、「
な
か
だ
の
秋
ま
つ
り
」
が
市

役
所
中
田
庁
舎
を
主
会
場
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
農
業
祭
や
文
化
祭
、
ヒ
ー
ロ
ー

シ
ョ
ー
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
が
行
わ
れ
、
多
く
の

人
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。
具
材
に
中
田
の
特
産

品
で
あ
る
き
ゅ
う
り
を
使
用
し
た
、
大
人
気

コ
ー
ナ
ー
「
み
ん
な
で
カ
ッ
パ
巻
き
」
に
は
、

親
子
連
れ
な
ど
２
３
０
人
が
挑
戦
し
ま
し
た
。

見
事
に
１
１
０
㍍
の
巨
大
カ
ッ
パ
巻
き
が
完
成

す
る
と
、
会
場
か
ら
は
大
き
な
拍
手
と
歓
声
が

送
ら
れ
ま
し
た
。

　

秋
の
さ
わ
や
か
に
澄
み
切
っ
た
空
の
下
、
市

内
外
か
ら
訪
れ
た
人
た
ち
は
、
楽
し
い
ひ
と
と

き
を
過
ご
し
て
い
ま
し
た
。
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10
月
25
、
26
の
両
日
、
石
越
地
区
秋
の
祭
典

で
あ
る
「
ま
る
ご
と
い
し
こ
し
ま
つ
り
」
が
、

石
越
総
合
運
動
公
園
な
ど
を
会
場
に
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

祭
り
で
は
、
石
越
小
・
中
学
校
吹
奏
楽
部
の

演
奏
、
地
元
の
芸
能
団
体
に
よ
る
神
楽
や
コ
ー

ラ
ス
な
ど
が
披
露
。
石
越
産
牛
肉
の
串
焼
き
や

芋
煮
汁
鍋
な
ど
も
出
店
さ
れ
、
訪
れ
た
約
２
千

人
の
来
場
者
は
秋
の
ひ
と
と
き
を
満
喫
し
て
い

ま
し
た
。

　

来
場
者
の
一
人
は
「
お
い
し
い
芋
煮
汁
や
芸

能
祭
な
ど
が
あ
り
、
と
て
も
楽
し
い
１
日
を
過

ご
せ
ま
し
た
。
来
年
も
来
た
い
で
す
」
と
満
足

し
た
様
子
で
し
た
。

石越

　

10
月
12
日
、
第
10
回
津
山
地
区
運
動
会
が
津

山
運
動
広
場
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
地
区
内
に
あ
る
南
三
陸
町
仮
設
住

宅
に
住
む
人
た
ち
も
チ
ー
ム
で
加
わ
り
、
約
千

人
の
人
た
ち
が
参
加
。
８
種
目
の
競
技
で
競
い

合
い
ま
し
た
。
片
足
ず
つ
を
ゴ
ム
で
結
び
、
カ

ニ
の
帽
子
を
か
ぶ
り
な
が
ら
横
歩
き
で
競
走
す

る
「
カ
ニ
さ
ん
大
行
進
」
で
は
、
見
た
目
の
ユ

ニ
ー
ク
さ
と
は
反
対
に
真
剣
勝
負
。
応
援
席
か

ら
は
息
の
合
っ
た
行
進
に
、
一
段
と
大
き
な
歓

声
と
拍
手
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

　

競
技
の
結
果
、
石
貝
行
政
区
が
優
勝
、
準
優

勝
は
横
山
３
・４
・５
区
、
第
３
位
は
横
山
９
区

と
な
り
ま
し
た
。

▲カニの帽子をかぶって走る「カニさん大行進」

津山

　

11
月
４
日
、
み
や
ぎ
登
米
農
業
協
同
組
合
と

同
南
方
町
青
年
部
が
合
同
で
、
南
方
町
域
の
小

学
３
年
生
を
対
象
に
し
た
農
業
体
験
ス
ク
ー
ル

を
実
施
し
ま
し
た
。

　

児
童
た
ち
は
授
業
で
育
て
た
バ
ケ
ツ
稲
の
お

米
を
南
方
カ
ン
ト
リ
ー
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
に
持
ち

込
み
、
脱
穀
か
ら
精
米
ま
で
を
体
験
。
愛
情
を

注
い
で
育
て
た
お
米
は
、
全
て
１
等
米
で
し
た
。

ま
た
、
町
内
農
家
の
協
力
で
り
ん
ご
狩
り
や

キ
ャ
ベ
ツ
収
穫
な
ど
を
体
験
し
、
農
業
の
現
場

を
学
び
ま
し
た
。

　

昼
食
は
、
朝
に
精
米
し
た
お
米
で
作
っ
た
お

に
ぎ
り
。
児
童
た
ち
は
口
い
っ
ぱ
い
に
頬
張
り
、

お
い
し
そ
う
に
食
べ
て
い
ま
し
た
。

▲脱穀作業を体験する児童。精米するまでの工程を学習しました

南方

▲石越体育センターでは須賀神流芦倉獅子舞が披露されました
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福島第一原子力発電所事故に伴う市内放射線の測定結果
市では、市民の安全・安心を確保するため、学校や生活環境などで空間放射線の測定をしましたので、
その結果をお知らせします。

測定方法／地上1㍍（幼稚園・小学校：地上50㌢）　 測定機器：簡易測定器　 単位：マイクロシーベルト毎時（1時間当たりの放射線量）

※国の基本方針で示された、追加放射線量の長期的な目標は年間1ミリシーベルト。1時間当たりでは、地表から50㌢～1㍍の高さで、0.23マイクロシーベル  
トとなります。

※保育所・児童館などの測定結果については、広報とめ12月21日号でお知らせします。

☎ 0220 （58）5553

市では、福島第一原子力発電所の事故
に伴う放射線量の影響について、定期
的に空間放射線量を測定しています。
測定場所は市消防署および消防署出張
所や学校、教育施設などです。測定結
果は市ホームページに掲載するととも
に、市消防署および消防署出張所の測
定値を毎日メール配信サービスにて配
信しています。

【登 録 方 法】

【情　報　料】

【問い合わせ】

市ホームページから登録する方法と、携
帯電話から右記の登録用メールアドレス
を入力して登録する方法があります。
無料
※ただし、登録やメール受信時の通信料
　や回線使用料は本人の負担となります。
総務部市長公室（広報広聴係）
☎ 0220（22）2090

登録用URL・
メールアドレス

■http://tomecity.mail-dpt.jp/（公開サイト）
■ tome@entry.mail-dpt.jp（仮登録用アドレス）

上記仮登録用アドレスを入力し、空メール
を送信してください。その後、仮登録完了
メールが送信されますので案内にしたがっ
て本登録してください。※右のQRコード
で携帯電話から読み取りもできます。

町域 測定場所 測定日 天気 測定値 備考 町域 測定場所 測定日 天気 測定値 備考

迫

森公民館 11月 17日 晴れ 0.05

中田

諏訪公園 11月 12日 雨 0.06
佐沼小学校 11月 17日 晴れ 0.05 宝江ふれあいセンター 11月 12日 雨 0.06
佐沼幼稚園 11月 17日 晴れ 0.05 浅水ふれあいセンター 11月   5 日 晴れ 0.07
佐沼中学校 11月 17日 曇り 0.07 中田海洋センター 11月   5 日 晴れ 0.04
東佐沼幼稚園 11月 17日 晴れ 0.06 石森ふれあいセンター 11月   5 日 晴れ 0.07
北方小学校 11月 17日 晴れ 0.06 中田生涯学習センター 11月   5 日 晴れ 0.08
北方幼稚園 11月 17日 晴れ 0.06 石ノ森章太郎ふるさと記念館 11月   5 日 晴れ 0.08
新田小学校・新田中学校 11月 17日 晴れ 0.04 中田総合体育館 11月 12日 雨 0.06 室内
新田幼稚園 11月 17日 曇り 0.05

豊里

豊里幼稚園 11月 13日 雨 0.06
歴史博物館 11月 10日 晴れ 0.05 豊里小・中学校 11月 13日 晴れ 0.08
迫公民館 11月 10日 晴れ 0.05 豊里公民館 11月   6 日 晴れ 0.05
市民プール 11月 10日 晴れ 0.07 豊里運動公園 11月 13日 雨 0.06
視聴覚センター 11月 10日 晴れ 0.06 平筒沼農村文化自然学習館 11月   6 日 晴れ 0.07
光ヶ丘球場 11月 10日 晴れ 0.06

米山

米山東幼稚園 11月 14日 曇り 0.06
梅ノ木グリーンパーク 11月 10日 晴れ 0.06 米山東小学校 11月 14日 曇り 0.05
大東公園 11月 17日 晴れ 0.05 米岡小学校 11月 14日 曇り 0.06
迫図書館 11月 17日 曇り 0.06 米山中学校 11月 14日 曇り 0.05
迫海洋センター 11月 17 日 雨 0.05 中津山小学校 11月 14日 曇り 0.06
新田総合運動場 11月 17日 晴れ 0.05 米山西幼稚園 11月 14日 曇り 0.06
迫武道館 11月 17日 晴れ 0.05 善王寺コミュニティセンター 11月 14日 曇り 0.06

登米

登米幼稚園 11月 11日 晴れ 0.05 吉田公民館 11月 14日 曇り 0.07
登米小学校 11月 11日 晴れ 0.06 吉田運動場 11月 14日 曇り 0.06
登米中学校 11月 11日 晴れ 0.06 米山公民館 11月　7日 晴れ 0.05
警察資料館 11月 11日 晴れ 0.07 米山海洋センター 11月　7日 晴れ 0.05
高倉勝子美術館 11月 11日 晴れ 0.05

石越

石越幼稚園 11月 12日 雨 0.06
登米総合運動公園 11月 11日 晴れ 0.07 石越小学校 11月 12日 雨 0.07
教育資料館 11月   4 日 晴れ 0.08 石越中学校 11月 12日 雨 0.05
伝統芸能伝承館 11月   4 日 晴れ 0.06 石越公民館 11月 12日 雨 0.07
登米総合体育館 11月   4 日 晴れ 0.05 石越総合運動公園 11月 12日 雨 0.07
登米公民館 11月   4 日 晴れ 0.05

南方

西郷幼稚園 11月 13日 晴れ 0.06

東和

米谷幼稚園 11月 11日 晴れ 0.07 西郷小学校 11月 13日 晴れ 0.05
米谷小学校 11月 11日 晴れ 0.06 東郷幼稚園 11月 13日 雨 0.06
米川小学校 11月 11日 晴れ 0.07 東郷小学校 11月 13日 雨 0.07
錦織小学校 11月 11日 晴れ 0.06 南方幼稚園 11月 13日 晴れ 0.06
東和中学校 11月 11日 晴れ 0.08 南方小学校 11月 13日 雨 0.07
米川公民館 11月 11日 晴れ 0.11 南方中学校 11月 13日 雨 0.06
東和国際交流センター 11月 11日 晴れ 0.10 南方中央運動広場 11月   6 日 晴れ 0.07
米谷公民館 11月 11日 晴れ 0.06 南方総合運動場 11月 13日 晴れ 0.04
東和総合運動公園 11月   4 日 晴れ 0.05 南方武道伝承館 11月   6 日 晴れ 0.05
東和勤労青少年ホーム 11月   4 日 晴れ 0.06 室内 西郷公民館 11月 13日 晴れ 0.06

中田

さくら幼稚園 11月 12日 雨 0.06 南方公民館 11月 13日 雨 0.05
中田幼稚園 11月 12日 雨 0.06 東郷公民館 11月 13日 雨 0.05
浅水小学校 11月 12日 雨 0.07

津山

つやま幼稚園 11月 14日 曇り 0.06
宝江小学校 11月 12日 雨 0.07 柳津小学校 11月 14日 曇り 0.07
加賀野小学校 11月 12日 雨 0.07 横山小学校 11月 14日 曇り 0.07
上沼小学校 11月 12日 雨 0.08 津山中学校 11月 14日 曇り 0.07
石森小学校 11月 12日 雨 0.06 津山林業総合センター 11月　7日 晴れ 0.07 室内
中田中学校 11月 12日 雨 0.07 津山運動広場 11月　7日 晴れ 0.08
中田球場 11月 12日 雨 0.06 津山河川運動場 11月　7日 晴れ 0.08
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花
は
気
持
ち
を
明
る
く
し
て
く
れ
る

フ
ラ
ワ
ー
デ
ザ
イ
ナ
ー
に
な
り
た
い

　

豊
里
小
中
学
校
の
吹
奏
楽
部
に
所

属
す
る
聖
咲
さ
ん
。
部
で
は
フ
ル
ー

ト
奏
者
で
、
モ
ン
ゴ
ル
８
０
０
の
曲

「
小
さ
な
恋
の
歌
」
が
得
意
で
す
。

　

そ
ん
な
聖
咲
さ
ん
の
将
来
の
夢
は
、

「
フ
ラ
ワ
ー
デ
ザ
イ
ナ
ー
」
に
な
る

こ
と
。
小
さ
い
頃
か
ら
花
が
好
き
で
、

冠
を
作
る
な
ど
し
て
遊
び
ま
し
た
。

　

好
き
な
花
の
種
類
は
コ
ス
モ
ス
。

赤
や
白
な
ど
色
鮮
や
か
な
コ
ス
モ
ス

の
咲
き
誇
る
様
子
が
と
て
も
気
に

入
っ
て
い
る
そ
う
で
す
。
デ
ザ
イ

ナ
ー
に
な
る
た
め
に
、
数
多
く
あ
る

花
の
種
類
や
性
質
、
保
管
方
法
な
ど

を
勉
強
中
で
す
。
資
格
も
取
っ
て
、

花
の
プ
ロ
に
な
り
た
い
と
意
欲
満
々
。

　
「
花
は
気
持
ち
を
明
る
く
し
て
く

れ
る
存
在
」
と
聖
咲
さ
ん
。
い
つ
か
、

受
け
取
っ
た
人
を
幸
せ
に
す
る
花
束

を
作
っ
て
く
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

ぼ
く
と
わ
た
し
の
夢 D

ream

●

さん（豊里小中・７年）
（豊里町横町・圭介さん方）

ちゃん（２歳）
平成24年７月４日生まれ
迫町・駒木
充さんの長女

　フルーツが好きな紗衣
ちゃん。中でもみかんがお
気に入り。歌やダンスも好
きで、ディズニーランドで
見てきたハロウィンダンス
を踊ってくれました。

くん（３歳）
平成23年８月19日生まれ
米山町・十日町
優さんの長男

　龍翔くんはリンゴやブド
ウなどのフルーツが大好き。
ご飯のときに、食器を並べ
てくれます。消防団員であ
るパパの姿を見て、将来は
消防士になりたいそうです。

くん（３歳）
平成23年３月29日生まれ
東和町・米谷５区
康浩さんの長男

　蒼介くんの将来の夢は、
アンパンマンになって、バ
イキンマンを倒すこと。妹
に絵本を読んであげるやさ
しいお兄ちゃん。さくらん
ぼが大好きです。

ちゃん（３歳）
平成23年10月14日生まれ
南方町・大岳
拓也さんの次女

　ハンバーグなどの肉料理
が好きな結衣ちゃん。歌が
好きで、中でも「アナと雪
の女王」がお気に入り。弟
にも歌ってあげています。
笑顔が絶えない女の子です。

わが家のアイドル Kid’s

115
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さん（24歳）
（中田町籠壇・さそり座）

まちの若い衆 Young man ●カメラに挑戦したい
見た人を癒やす写真を撮る

　

１
６
８
㌢
で
A
型

で
す
。

　

北
上
川
沿
岸
中
田
地
区
土

地
改
良
区
に
勤
務
し
て
お
り
、
今
年
で

４
年
目
で
す
。
部
署
は
総
務
課
で
、
組

合
員
の
負
担
金
集
金
や
、
農
地
耕
作
状

況
が
記
載
さ
れ
て
い
る
台
帳
整
備
な
ど

の
仕
事
を
し
て
い
ま
す
。

　

責
任
感
が
強
い
で
す
。

映
画
鑑
賞
や
草
野
球
を
し

て
い
ま
す
。
映
画
は
、「
ア
イ
ア
ン
マ

ン
」
な
ど
の
ア
メ
リ
カ
ン
・
コ
ミ
ッ
ク

系
が
好
き
で
す
。

　

野
球
観
戦
や
音
楽
鑑
賞
で

す
。
野
球
は
も
ち
ろ
ん
、
楽
天
フ
ァ
ン
。

昨
年
の
優
勝
シ
ー
ン
を
球
場
で
見
た

か
っ
た
で
す
ね
。
好
き
な
選
手
は
、
藤

田
一
也
選
手
。
守
備
力
が
あ
る
選
手
な

の
で
、
い
つ
も
守
備
に
注
目
し
て
観
戦

し
て
い
ま
す
。
音
楽
は
、「
サ
カ
ナ
ク

シ
ョ
ン
」
が
好
き
で
、
ラ
イ
ブ
に
も
行

き
ま
す
。

明
る
い
人
や
家
庭

的
な
人
が
好
き
で
す
。

　

一
眼
レ
フ

カ
メ
ラ
を
買
い
、
風
景
や
野
球
の
試
合

な
ど
を
撮
り
た
い
で
す
。
高
く
て
な
か

な
か
手
が
出
な
い
の
で
、
貯
金
を
頑
張

り
ま
す
。「
癒
や
さ
れ
る
」
と
言
わ
れ

る
よ
う
な
写
真
を
撮
り
た
い
で
す
ね
。

115

●
１
月
号
は
俳
句
・
川
柳
で
す
。
住
所
・
氏
名
・

電
話
番
号
を
記
入
し
、
12
月
10
日
ま
で
ご
応
募
く

だ
さ
い
。
作
品
に
は
全
て
ふ
り
が
な
を
振
っ
て

く
だ
さ
い
。
●
応
募
者
多
数
の
場
合
選
考
し
て

掲
載
し
ま
す
。

応
募
総
数
18
作
品

2014.12.1
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１
通
）
❹
納
税
を
証
明
す
る
書
類

（
市
町
村
が
発
行
す
る
前
年
の
納

税
証
明
書
、
も
し
く
は
非
課
税
証

明
書
）

1
台
の
み
、
別
途

２
千
円（
中
田
定
住
に
つ
い
て
は

市
管
理
の
駐
車
場
は
あ
り
ま
せ

ん
）

平
成
27
年
１
月
か
ら
、

東
和
定
住
促
進
住
宅
、
豊
里
定
住

促
進
住
宅
の
２
カ
所
に
つ
い
て
は

随
時
募
集
に
切
り
替
え
ま
す
。
入

居
希
望
の
方
は
住
宅
都
市
整
備
課

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

各
総
合
支
所
市
民
課

ま
た
は
建
設
部
住
宅
都
市
整
備
課

（
市
役
所
中
田
庁
舎
２
階
）

12
月
11
日（
木
）

※
期
限
厳
守

建
設
部
住
宅
都

市
整
備
課（
住
宅
管
理
係
）

☎
０
２
２
０（
３
４
）２
３
１
６

※
郵
送
に
よ
る
申
し
込
み
は
受
け

付
け
で
き
ま
せ
ん
。

　

家
賃
月
額
／
２
万
７
５
０
０
円

▼
豊
里
定
住
促
進
住
宅
２
号
棟

１
０
２
号

　

募
集
戸
数
／
１
戸（
３
D
K
）

　

家
賃
月
額
／
３
万
５
０
０
円

❶
市
内
に
定
住
を

希
望
し
、
住
宅
を
必
要
と
し
て
い

る
こ
と
❷
市
税
を
滞
納
し
て
い
な

い
こ
と
❸
暴
力
団
員
で
な
い
こ
と

❹
年
収（
賞
与
お
よ
び
利
子
所
得

な
ど
で
継
続
的
な
収
入
を
含
む
）

の
12
分
の
１
の
額
が
、
家
賃
の
３

倍
以
上
で
あ
る
こ
と

❶

定
住
促
進
住
宅
入
居
申
込
書（
住

宅
都
市
整
備
課
お
よ
び
各
総
合
支

所
窓
口
に
設
置
し
て
い
ま
す
。
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ

ー
ド
で
き
ま
す
）
❷
住
民
票（
入

居
予
定
者
全
員
分
）
❸
収
入
の
あ

る
人
全
員
分
の
所
得
を
証
明
す
る

書
類
（
市
町
村
の
発
行
す
る
所
得

証
明
書
、
ま
た
は
源
泉
徴
収
票

（
写
）、
雇
い
主
の
発
行
す
る
雇
用

証
明
書
の
い
ず
れ
か
直
近
の
も
の

迫町佐沼字中江二丁目６番地１
☎0220-22-2111

登米町寺池目子待井381番地１
☎0220-52-5051

東和町米川字六反55番地１
☎0220-53-4111

中田町上沼字西桜場18番地
☎ 0220-34-2311

豊里町小口前80番地
☎ 0225-76-4111

米山町西野字的場181番地
☎ 0220-55-2111

石越町南郷字愛宕81番地
☎ 0228-34-2111

南方町新高石浦130番地
☎ 0220-58-2111

津山町柳津字本町218番地
☎ 0225-68-3111

※
各
住
宅
に
重
複
し
て
申
し
込
み

す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

❶
入
居
収
入
基
準

が
15
万
８
千
円
以
下
で
あ
る
こ
と

（
小
学
校
就
学
前
の
子
ど
も
が
い

る
世
帯
、
身
体
障
が
い
者
、
60
歳

以
上
は
21
万
４
千
円
以
下
）。
※

収
入
基
準
の
算
出
は
、
入
居
予
定

者
の
合
計
所
得
か
ら
世
帯
主
以
外

の
入
居
予
定
者
一
人
に
つ
き
38
万

円
を
控
除
し
、
12
カ
月
で
割
っ
た

金
額
❷
同
居
す
る
親
族
が
い
る
こ

と（
婚
姻
予
定
も
可
）。
※
原
則
と

し
て
単
身
で
の
入
居
は
で
き
ま
せ

ん
が
、
60
歳
以
上（
特
例
と
し
て

平
成
18
年
４
月
１
日
現
在
で
50
歳

以
上
も
可
）、
身
体
障
が
い
者（
１

〜
４
級
）、
精
神
・
知
的
障
が
い

者
は
単
身
入
居
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
詳
細
に
つ
い
て
は
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
❸
入
居
者
全
員

に
市
税
の
滞
納
が
な
い
こ
と
❹
現

在
、
市
営
住
宅
に
入
居
し
て
い
る

人
は
申
し
込
み
で
き
ま
せ
ん
❺
申

込
者
ま
た
は
同
居
予
定
者
が
暴
力

▼
米
山
今
泉
住
宅
２
棟
16
号
（
米

山
町
字
桜
岡
今
泉
39
番
地
２
）

　

募
集
戸
数
／
１
戸（
２
Ｄ
Ｋ
）

　

家
賃
月
額
／
２
万
１
０
０
円
〜

３
万
円

　

駐
車
場
／
１
台
あ
り

▼
津
山
平
形
住
宅
２
―
５
号（
津

山
町
柳
津
字
平
形
75
番
地
１
）

　

募
集
戸
数
／
１
戸（
３
Ｄ
Ｋ
）

　

家
賃
月
額
／
１
万
４
千
円
〜

２
万
９
０
０
円

　

駐
車
場
／
１
台
あ
り

▼
津
山
横
山
本
町
住
宅
７
号（
津

山
町
横
山
字
本
町
１
２
１
番

地
26
）

　

募
集
戸
数
／
１
戸（
３
Ｄ
Ｋ
）

　

家
賃
月
額
／
２
万
１
８
０
０
円

〜
３
万
２
５
０
０
円

　

駐
車
場
／
１
台
あ
り

住
宅
に
困
っ
て
い
る

世
帯

◉

日時／12月 2日（火）～26日（金）
　　　　 10：00～ 17：00
　　　　（26日は正午まで）　
　場所／レストラン「蓮房」
　入場料／無料
◉

日時／12月 7日（日）
　　　　 15：00開演
　場所／大ホール　
　入場料／大人1,500円
　　　　　小中高生500円
◉

日時／12月 23日（火・祝）
　　　　 17：30開演
　会場／大ホール
　入場料／全席指定6,300円

登米祝祭劇場
　☎ 0220 (22) 0111　

団
員
で
な
い
こ
と

▼
中
田
定
住
促
進
住
宅
２
号
棟

１
０
４
号

　

募
集
戸
数
／
１
戸（
２
D
K
）

　

家
賃
月
額
／
２
万
４
５
０
０
円

▼
東
和
定
住
促
進
住
宅
１
号
棟

３
０
１
号

　

募
集
戸
数
／
１
戸（
３
D
K
）

　

家
賃
月
額
／
３
万
５
０
０
円

▼
東
和
定
住
促
進
住
宅
２
号
棟

１
０
２
号

　

募
集
戸
数
／
１
戸（
３
D
K
）

　

家
賃
月
額
／
３
万
５
０
０
円

▼
東
和
定
住
促
進
住
宅
２
号
棟

４
０
２
号

　

募
集
戸
数
／
１
戸（
３
D
K
）

　

家
賃
月
額
／
２
万
７
５
０
０
円

▼
東
和
定
住
促
進
住
宅
２
号
棟

４
０
４
号

　

募
集
戸
数
／
１
戸（
３
D
K
）

　

家
賃
月
額
／
２
万
７
５
０
０
円

▼
豊
里
定
住
促
進
住
宅
１
号
棟

４
０
２
号

　

募
集
戸
数
／
１
戸（
３
D
K
）

❶

❷
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ちゃん
（東和町米谷9・正洋さん）

ちゃん
（中田町茶畑・進也さん）

ちゃん
（東和町米谷3・鉄也さん）

くん
（中田町浅部・和久さん）

くん
（中田町神ノ木・芳寛さん）

※（　　）内には申し出があった保護者の名前を掲載しています。

くん
（東和町米川2・康徳さん）

ちゃん
（中田町南加賀野・竜也さん）

くん
（中田町町・寛仁さん）

ちゃん
（中田町野元・貴さん）

ちゃん
（中田町城内・克宏さん）

くん
（米山町狐崎・知樹さん）

くん
（中田町本町畑中・清且さん）

ちゃん
（東和町米谷7・浩之さん）

くん
（米山町今泉・佑樹さん）

くん
（米山町江浪・成美さん）

くん
（東和町米谷3・和真さん）

　

市
で
は
、
弁
護
士
、
司
法
書
士

と
協
力
し
、
債
務
の
返
済
な
ど
に

つ
い
て
無
料
相
談
に
応
じ
ま
す
。

相
談
日
は
月
２
回
で
す
。
秘
密
は

厳
守
さ
れ
ま
す
の
で
、
気
軽
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。
事
前
に
電
話
で

の
予
約
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

12
月
５
日（
金
）、
12
月

19
日（
金
）午
後
１
時
15
分
〜
４
時

15
分

迫
に
ぎ
わ
い
セ
ン
タ
ー

５
日
＝
柳
渕
勝し

ょ
う

一い
ち

（
司

法
書
士
）、19
日
＝
開か

い

発ほ
つ

健け
ん

次じ

（
弁

護
士
）

☎
０
２
２
０（
３
４
）２
３
０
８

無
料

産
業
経
済
部
商

工
観
光
課（
商
工
業
振
興
係
）

☎
０
２
２
０（
３
４
）２
７
３
４

くん
（石越町遠沢・純さん）

ちゃん
（南方町北本郷・伸也さん）

ちゃん
（南方町原・賢さん）

　

市
税
の
納
付
に
つ
い
て
相
談
に

応
じ
ま
す
。12

月
25
日（
木
）午
後
８

時
ま
で

市
役
所
迫
庁
舎（
１
階
）

収
納
対
策
課

総
務
部
収
納
対

策
課（
徴
収
対
策
係
）　

☎
０
２
２
０（
２
２
）２
１
６
９
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災害時安定供給施設

◉電話番号
　♯8000
（プッシュ回線の固定電話、携
帯電話から）

　☎ 022 (212) 9390
（プッシュ回線以外の固定電話、
PHSから）

◉相談時間
　毎日午後７時～翌朝午前８
時

休日・夜間診療案内は下記の
番号です（24時間対応）。
　☎ 0229 (24) 2267
◉ 1月の休日急患当番医・
歯科休日当番医は「広報と
め」12月21日号に掲載

　

老
齢
年
金
は
、
所
得
税
法
上

で
「
雑
所
得
」
と
み
な
さ
れ
、
所

得
税
の
課
税
対
象
に
な
っ
て
い
ま

す
。

　

65
歳
未
満
で
そ
の
年
の
受
給
額

が
１
０
８
万
円
以
上
や
、
65
歳
以

上
で
１
５
８
万
円
以
上
の
人
は
、

原
則
と
し
て
所
得
税
が
課
税
さ
れ

ま
す
。
こ
の
年
金
額
よ
り
少
な
い

場
合
は
所
得
税
の
源
泉
徴
収
は
さ

れ
ま
せ
ん
が
、
他
の
公
的
年
金
や

年
金
以
外
の
所
得
が
あ
る
場
合
は

課
税
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

老
齢
年
金
を
受
給
し
て
い
る
人

に
は
、
１
月
中
に
前
年
分
の
「
源

泉
徴
収
票
」
が
送
付
さ
れ
ま
す
。

確
定
申
告
な
ど
の
際
に
添
付
書
類

　

年
金
の
請
求
手
続
き
、
支
払
い

内
容
、
加
入
状
況
な
ど
、
年
金
に

つ
い
て
の
相
談
に
応
じ
ま
す
。
相

談
は
完
全
電
話
予
約
制
で
す
。
相

談
日
の
前
日
ま
で
に
ご
予
約
願
い

ま
す
。

※
予
約
の
際
に
、「
相
談
者
氏
名
」

「
基
礎
年
金
番
号
」「
電
話
番
号
」

「
相
談
内
容
」
な
ど
を
確
認
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

12
月
25
日（
木
）午
前
９

時
30
分
〜
正
午
、
午
後
１
時
〜
３

時
30
分

市
役
所
迫
庁
舎（
１
階
会

議
室
）

古
川
年
金
事
務
所 （
お
客
様
相
談

室
）

☎
０
２
２
９（
２
３
）１
２
０
４

と
し
て
必
要
と
な
る

の
で
、
大
切
に
保
管

し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
障
害
年
金

や
遺
族
年
金
は
課
税

の
対
象
と
な
ら
な
い
た
め
、
源
泉

徴
収
票
は
送
付
さ
れ
ま
せ
ん
。

　

万
が
一
、
源
泉
徴
収
票
を
紛
失

し
た
場
合
や
届
か
な
い
場
合
に

は
、
ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル
で
再
交

付
の
受
け
付
け
を
し
て
い
ま
す
。

☎
０
５
７
０（
０
５
）１
１
６
５

※
お
問
い
合
わ
せ
の
際
は
、
基
礎

年
金
番
号
が
分
か
る
も
の
を
ご
用

意
く
だ
さ
い
。

▼
古
川
年
金
事
務
所
国
民
年
金
課

☎
０
２
２
９（
２
３
）１
２
０
４

▼
市
民
生
活
部
国
保
年
金
課（
年

金
医
療
係
）

☎
０
２
２
０（
５
８
）２
１
６
６

12
月
14
日（
日
）午
前
11

☎

12
月
13
日（
土
）、
12
月

14
日（
日
）
午
前
10
時
〜
正
午

髙
倉
勝
子
美
術
館

「
フ
ェ
ル
ト
の
ク
リ
ス
マ

時
〜
午
後
２
時
30
分

迫
公
民
館

無
料（
ク
リ
ス
マ
ス

パ
ー
テ
ィ
ー
は
ポ
ッ
ト
ラ
ッ
ク
形

式
で
行
い
ま
す
。
一
人
一
品
の
料

理
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
））

▼
日
本
語
講
座
の
受
講

生
に
よ
る
発
表
▼
青
少
年
姉
妹
都

市
な
ど
海
外
派
遣
団
員
の
報
告
▼

各
国
の
音
楽
演
奏
、ダ
ン
ス
、ゲ
ー

ム
▼
ク
リ
ス
マ
ス
パ
ー
テ
ィ
ー
▼

各
国
の
ブ
ー
ス
の
設
置
―
―
な
ど

登
米
市
国
際
交

流
協
会

☎
０
２
２
０（
５
２
）２
１
４
４

※
月
・
水
・
金
曜
日
の
午
前
９
時

〜
午
後
４
時

死tifa-kokusai@
coda.ocn.

ne.jp
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迫図書館／☎0220（22）9820

ナイチンゲールの
「看護覚え書」
金井一薫／編著

ナイチンゲールの看護に不可欠
と考えていた内容が、現代でも
実現できるように分かりやすく
図解されています。

じぶんリセット 
つまらない大人にならない
ために
小山薫堂／著

日常の「あたり前」をリセット
し、新しい価値を見つけ、平凡
な毎日を面白いものにするヒン
トがたくさん載っています。

風船教室
吉野万理子／著

不思議な風船の謎を知るとき
…ひとつの真実にたどり着
く！友情と絆のファンタジー。

こけしのゆめ
チャンキー松本／作

こけしの姉妹のひそかな楽し
みは、道行く人々の夢をのぞ
き見ること。退屈な夢なんて
一つもない。

登米市は自主財源を確保するため、広報とめに有料広告を掲載しています。

総理メシ
朝日新聞・政治部・取材班

日本政治が大きく動く場面で
「食」はどんな役割を果たして
きたのか。14人の宰相たちの
「政治」と「食」のドラマあり。

大きな文字、大きな写真、
大きなあみ図で、大人
から始めるかぎ針あみ
河合真弓／著

編み物が初めての人や忘れて
しまった人のために、基本か
ら丁寧に写真付きで解説され
ています。

　

迫
公
民
館
で
は
、
ス
ノ
ー
ボ
ー

ド
教
室
を
開
催
、
そ
の
参
加
者
を

募
集
し
ま
す
。

平
成
27
年
１
月
18
日（
日
）

午
前
７
時
〜
午
後
５
時

岩
手
県
夏
油
高
原
ス
キ
ー

場

❶
初
級
者（
初
心
者
）

コ
ー
ス
❷
中
級
者
コ
ー
ス
❸
上
級

者
コ
ー
ス
▼
参
加
者
の
レ
ベ
ル
に

合
わ
せ
、
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
が

楽
し
く
分
か
り
や
す
く
指
導
し
ま

す
。

20
歳
か
ら
40
歳
ま

で
の
男
女

ス
ミ
ラ
ー
を
作
ろ
う
」
＝
フ
ェ
ル

ト
で
飾
り
を
付
け
て
サ
ン
タ
や
雪

だ
る
ま
な
ど
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
鏡
を

作
り
ま
す
。小学

生（
保
護
者
同
伴
の

場
合
は
、
幼
児
も
可
）

各
日
20
人
程
度

５
０
０
円（
入
館
料
・
材

料
費
込
み
）

前
日
ま
で
に
電
話

で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
２
日
間
連
続
す
る
教
室
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
ど
ち
ら
か
希
望
す
る

１
日
を
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。髙

倉
勝
子
美
術
館

☎
０
２
２
０（
５
２
）２
７
５
５

限
定
40
人

３
２
０
０
円（
リ
フ
ト

５
時
間
券
代
）
※
昼
食
、
レ
ン
タ

ル
な
ど
は
自
己
負
担
。
個
人
で
行

く
よ
り
１
４
０
０
円
お
得
で
す
。

12
月
８
日（
月
）〜

平
成
27
年
１
月
９
日（
金
）

迫
公
民
館　

☎
０
２
２
０（
２
２
）７
３
２
４

　

県
で
は
、
迫
川
圏
域
に
関
す
る

今
後
の
河
川
整
備
に
関
す
る
計
画

の
素
案
を
作
成
し
ま
し
た
。
こ
の

計
画
に
地
域
の
皆
さ
ん
か
ら
の
意

見
を
反
映
さ
せ
る
た
め
、
意
見
を

聴
く
会
を
開
催
し
ま
す
。

12
月
18
日（
木
）
午
後
７

時
か
ら

登
米
合
同
庁
舎（
２
階

２
０
３
会
議
室
）

12 月24日（水）
❶ 9：30～❷11：00～❸13：30～❹15：00～

県東部保健福祉事務所登米地域事務所（登米保健所）
障害者就業・生活支援センター「ゆい」

▼障害者就業・生活支援センター「ゆい」　
　☎ 0220 (21) 1011

▼福祉事務所生活福祉課 ( 障害福祉係）　
　☎ 0220 (58) 5552
※職業のあっせんではありませんのでご注意願います。

※
素
案
の
内
容
は
県
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
掲
載
し
ま
す
（http://
w
w
w
.pref.m

iyagi.jp/soshiki/
kasen/

）

県
土
木
部
河
川

課　☎
０
２
２（
２
１
１
）３
１
７
３
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◉

12
月
21
日（
日
）
午
前
10

時
〜
正
午米

山
公
民
館

５
日
前
ま
で

◉
　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
体
験
を
受
け

付
け
ま
す
。

※
受
講
日
前
日
ま
で
予
約
し
て
く

だ
さ
い

迫
に
ぎ
わ
い
セ
ン
タ
ー

１
時
間
１
２
５
０
円

◉
　

あ
な
た
の
都
合
の
い
い
時
間
に

パ
ソ
コ
ン
を
持
参
し
て
、
相
談
に

応
じ
ま
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の

◉
　

週
２
日
間
の
講
習
を
２
週
開
催

し
、
４
日
間
で
１
講
座
と
し
て
い

ま
す
。

平
成
27
年
１
月
15
日

（
木
）、
１
月
16
日（
金
）、
１
月
22

日（
木
）、
１
月
23
日（
金
）
午
後

１
時
30
分
〜
３
時
30
分

南
方
住
民
情
報
セ
ン
タ
ー

（
南
方
庁
舎
２
階
）

パ
ソ
コ
ン
を
使
う
時
の

基
礎
知
識
を
中
心
に
文
字
入
力
な

ど
を
勉
強
し
ま
す
。

パ
ソ
コ
ン（
ウ
イ
ン

ド
ウ
ズ
ビ
ス
タ
ま
た
は
ウ
イ
ン
ド

ウ
ズ
７
、８
）を
使
っ
た
こ
と
が
な

い
、
使
っ
た
こ
と
は
あ
る
が
操
作

方
法
を
忘
れ
て
し
ま
っ
た
人
な
ど

市
民
ま
た
は
市
内
に

勤
務
し
て
い
る
人（
同
一
講
習
経

験
の
な
い
人
を
優
先
）

情
報
セ
ン
タ
ー

の
パ
ソ
コ
ン（
ウ
イ
ン
ド
ウ
ズ
７
）

を
使
用
し
ま
す
が
、
所
有
の
パ
ソ

コ
ン（
ウ
イ
ン
ド
ウ
ズ
ビ
ス
タ
ま

た
は
ウ
イ
ン
ド
ウ
ズ
７
、８
）の
持

参
で
も
可
能
で
す
。

18
人（
先
着
順
）

千
円
程
度（
受
講
時
テ

キ
ス
ト
代
）

南

方
住
民
情
報
セ
ン
タ
ー「
る
る
ぱ
」

12
月
５
日（
金
）午
前
９
時
か
ら
受

け
付
け
を
開
始
し
ま
す
。　

☎
０
２
２
０（
５
８
）５
５
５
７

※
開
館
日
＝
火
〜
日
曜
・
祝
日
の

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

使
い
方
を
指
導
し
ま
す
。

１
コ
ー
ス（
４
時
間
）

５
千
円

◉❶

＝
年
賀
状
を
作
っ
て
み

ま
せ
ん
か12

月
９
日（
火
） 

午
前
10

時
〜
正
午
、
12
月
12
日（
金
） 

午

後
７
時
〜
９
時

❷

＝
初
級
コ
ー
ス
を
学

ん
で
み
ま
せ
ん
か

12
月
16
日（
火
） 

午
前
10

時
〜
正
午
、
12
月
19
日（
金
） 

午

後
７
時
〜
９
時

※
文
字
入
力
で

き
る
人
が
対
象

と
な
り
ま
す
。

※
受
講
日
前
日

ま
で
予
約
し
て
く
だ
さ
い
。

迫
に
ぎ
わ
い
セ
ン
タ
ー

２
千
円

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
パ
ソ
コ
ン･

ネ
ッ
ト･

み
や
ぎ

☎
０
２
２
０（
２
１
）
５
２
６
２

☎
０
９
０（
９
４
２
０
）２
０
９
３

（
渡わ

た

部な
べ

）

　

平
成
27
年
４
月
開
校
予
定
の

平
成
27
年
１
月
17
日（
土
）

〜
18
日（
日
）（
１
泊
２
日
）

志
津
川
自
然
の
家

成
人
30
人（
応
募
多
数
の

場
合
は
抽
選
と
な
り
ま
す
）

▼
海
の
幸
を
材
料
と
し

た
く
ん
製
作
り
▼
魚
の
さ
ば
き

方
、
カ
キ
・
ホ
タ
テ
剥む

き
体
験
▼

海
鮮
鍋

５
１
５
０
円

住
所
、
氏
名
、
性

別
、
年
齢
、
電
話
番
号
を
記
入
の

上
、
往
復
は
が
き
、
ま
た
は
メ
ー

ル
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

平
成
26
年
１
月
６

日（
火
）必
着

県

志
津
川
自
然
の
家　

〒
９
８
６
―

０
７
８
１　

本
吉
郡
南
三
陸
町
戸

倉
字
坂
本
88
―
１

☎
０
２
２
６（
４
６
）９
０
４
４

死szm
@
pref.m

iyagi.jp
http://w

w
w
.pref.m

iyagi.jp/
soshiki/sz-seinen/

☎

☎
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登米市は自主財源を確保するため、広報とめに有料広告を掲載しています。

忘れずに納めましょう
納税は便利な口座振替で

（平成26年 10月末現在）

地区 世帯数
人口

男 女 計

迫 7,513 10,305 10,973 21,278

登米 1,823 2,440 2,676 5,116

東和 2,446 3,392 3,526 6,918

中田 4,886 7,762 8,249 16,011

豊里 2,125 3,374 3,494 6,868

米山 2,861 4,770 4,996 9,766

石越 1,611 2,598 2,673 5,271

南方 2,622 4,305 4,584 8,889

津山 1,220 1,732 1,900 3,632

合計 27,107 40,678 43,071 83,749
※平成24年7月9日から外国人住民も住民基本台帳
制度の対象になったため、上記人口・世帯数に
含まれています。

（平成26年10月末現在）※佐沼・登米警察署調べ
H26 H25 増減数

人身事故
発生件数 265件 271件 ▲6件

死者数 1人 5人 ▲4人

負傷者数 319人 356人 ▲37人

物損事故
発生件数 1,420件 1,567件 ▲147件

※平成26年１月からの延べ件数

… ……

○高齢者による交通事故が急増しています。
道路を歩くときは気を付けましょう。
○自転車の関係する交通事故が増加していま
す。自転車も交通ルールを守りましょう。
○ラ・ラ・ラ運動実施中です。薄暮時の交通事
故が増加することから気を付けましょう。

……………

　

◉

◉

❶

❷

❸

❹

▶ ☎
▶ ☎

　

県
市
町
村
自
治
振
興
セ
ン
タ
ー

（
黒
川
郡
富
谷
町
）で
は
非
常
勤
職

員
を
募
集
し
ま
す
。

総
務
課
事
務
補
助

平
成
27
年
４
月
１

日
〜
平
成
28
年
３
月
31
日（
１
年

間
雇
用
。
勤
務
成
績
の
状
況
な
ど

で
５
年
間
延
長
も
あ
り
）

12
月
１
日（
月
）

〜
12
月
26
日（
金
）午
前
８
時
30
分

〜
午
後
５
時（
土
曜
、
日
曜
日
お

よ
び
祝
日
は
除
き
ま
す
。
郵
送
の

場
合
は
12
月
26
日
必
着
）

※
申
し
込
み
方
法
な
ど
詳
細
に
つ

い
て
は
県
市
町
村
自
治
振
興
セ
ン

「
登
米
総
合
産
業
高
等
学
校
」（
中

田
町
上
沼
）で
、
生
徒
や
教
職
員

に
パ
ン
な
ど
の
販
売
と
飲
料
水
用

自
動
販
売
機（
３
台
）を
設
置
営
業

す
る
、
売
店
経
営
者
を
募
集
し
ま

す
。

募
集
業
務
を

担
当
す
る
米
谷
工
業
高
校
で
、
募

集
要
項
な
ど
の
各
種
資
料
を
受
け

取
り
、
募
集
内
容
を
確
認
の
上
、

参
加
申
請
書
類
を
提
出
し
て
く
だ

さ
い（
登
米
総
合
産
業
高
校
の
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ（http://tom

esou.
m
ysw
an.ne.jp

）か
ら
も
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
で
き
ま
す
）。

12
月
１
日（
月
）〜
12
月
19
日（
金
）

平
成
27
年
１
月
13
日（
火
）
〜 

１

月
23
日（
金
）

県

米
谷
工
業
高
等
学
校（
事
務
室
）

☎
０
２
２
０（
４
２
）２
１
７
０

タ
ー
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（http://w

w
w
.thk-jc.or.jp/sityouson/

）
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

県

市
町
村
自
治
振
興
セ
ン
タ
ー（
総

務
課
） 

〒
９
８
１
―
３
３
４
１　

黒
川
郡
富
谷
町
成
田
２
丁
目
22
―

１☎
０
２
２（
３
５
１
）５
７
８
１
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ア
ジ
ア
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ

ア
ジ
ア
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
クク

ア
ー
チ
ェ
リ
ー
で

ア
ー
チ
ェ
リ
ー
で
銅
メ
ダ
ル

銅
メ
ダ
ル

東和町・米川10区

小野寺 公正さん
おのでら　きみまさ

昭和58年生まれ　血液型／Ｂ型

　10月 18から 24日まで、「2014ア
ジアパラ競技大会」が韓国・仁

イン

川
チョン

で開催。
本市の小野寺公正さんがアーチェリーに出
場し、個人戦で「銅メダル」を獲得すると
いう快挙を成し遂げました。個人戦でのメ
ダル獲得は、東北出身者で初です。小野寺
さんは、2004年にアテネで開催された
パラリンピックに出場し、団体戦で銀メダ
ルを獲得したことも。中学２年から17年
間続けてきたアーチェリー。練習場は東和
総合運動公園で、中学生などの指導もして
います。「2020年に東京で開催されるパ
ラリンピックでもメダルを取る」と小野寺
さん。新たな闘志を燃やしていました。

本大会で４回目の出場となるパラリンピック。「個人で
取ったメダルの重さを実感した」と、喜びを語ります。

▲

10
月
19
日
に
開
か
れ
た
第
18
回
秋
の
フ

リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
。
会
場
内
に
は
消
防
本
部

の
防
災
コ
ー
ナ
ー
も
設
置
。
子
ど
も
た
ち
が

消
防
士
の
指
導
を
受
け
な
が
ら
、
救
助
訓
練

用
の
綱
渡
り
に
挑
戦
し
て
い
ま
し
た
。

今月の表紙編
集
室
か
ら

▼
本
市
の
板
倉
景け
い

介す
け

さ
ん
と
堀
内
邦く
に

彦ひ
こ

さ

ん
が
登
録
し
た
コ
メ
の
新
品
種
「
沢た
く

潤じ
ゅ
ん」

に
は
、
全
国
の
研
究
機
関
や
農
家
か
ら
問

い
合
わ
せ
が
来
て
い
る
そ
う
で
す
。「
登
米

の
新
し
い
地
種
に
な
れ
ば
」
と
言
う
お
二

人
。
近
い
将
来
、
本
市
の
新
し
い
ブ
ラ
ン

ド
に
な
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。（
遠
藤
）

▼
こ
れ
か
ら
の
時
期
は
市
内
各
所
で
イ
ル

ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
が
始
ま
り
ま
す
。
い
ろ
い

ろ
な
種
類
が
あ
り
ま
す
が
、
中
で
も
私
が

好
き
な
の
は
青
い
光
の
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ

ン
。皆
さ
ん
も
寒
さ
対
策
を
万
全
に
し
て
、

イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
を
見
に
出
掛
け
て
み

て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。（
佐
藤
）

▼
今
年
も
残
り
１
カ
月
。
月
日
が
過
ぎ
る

の
を
早
く
感
じ
ま
す
。
12
月
と
い
え
ば
、

雪
が
降
る
季
節
。
運
転
に
細
心
の
注
意
を

払
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
私
自
身
、

何
度
も
滑
り
、
怖
い
経
験
を
し
ま
し
た
。

運
転
す
る
と
き
は
、
時
間
に
余
裕
を
持
つ

よ
う
に
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。（
田
代
）

（防犯や防災、イベント・市政に関する情報をメールでお届けします。）
http://tomecity.mail-dpt.jp/
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